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倉敷埋蔵文化財センターは、埋蔵文化財行政における拠点施設として平成 5年 に開館

し、今年で 9年目を迎えました。この間、市内各地において発掘調査を実施するととも

に、各種講座や企画展・講演会など、埋蔵文化財に関する普及啓発活動にも積極的に取り

組んでまいりました。

長引く不況のため近年小規模な開発が増加する中、平成 12年度は 2件の全面調査と

8件の確認調査を実施しました。この内、道路建設に伴う上東遺跡の発掘調査では、弥

生時代中期から後期にかけての貯蔵穴が4基確認され、当時の人々の生活のす端が明ら

かになりました。

普及啓発事業としては、前年度とほぼ同程度の講座等を行ったほか、年度末には隔年

開催である企画展を実施しました。「縄文時代の人とくらし」と題した今回の企画展で

は、短い会期にもかかわらず二千人を越える入館者を数え、また、関連行事である講演会

や講座にも多数の参加者を得るなど、好評のうちに終えることができました。

21世紀を迎える今、埋蔵文化財行政は大きな曲がり角にさしかかりつつあります。開

発に伴う発掘調査一辺倒であつた時代は終わり、これからは、それらによって得ら'れた

膨大な情報をいかに市民に還元し活用していくかが、真に問われる時代となるでしょう。

新世紀に向け、こうした多様化する市民の期待やニーズに応えられるよう、今後とも努

力してまいりたいと存じます。

本年報は、平成 12年度に実施した発掘調査事業並びに普及啓発事業の概要をまとめ

たものです。郷土の歴史や埋蔵文化財に対する理解を深め、また、埋蔵文化財保護行政

の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、事業の実施にあたり、ご支援ご協力を賜りました関係の皆様に

厚くお礼申し上げます:

平成14年 3月 20日

倉敷埋蔵文化財センター

館 長  松 浦 恵 弘



例 言

1.本書は、倉敷埋蔵文化財センターが平成 12(2000)年度に行った、埋蔵文化財保護行政の概要に

ついてまとめたものである。

2.発掘調査は、倉敷埋蔵文化財センター主任鍵谷守秀・同学芸員小野雅明・藤原好二・中野倫太郎が

担当した。

3.調査事業報告において、調査報告としているものについては本報告をもって正報告とする。

4。 本書の執筆は各担当者が分担して行い、調査事業報告についてはそれぞれ文責を記した。全体編

集は藤原が行った。

5。 出土遺物の整理は倉敷埋蔵文化財センターで行い、整理にあたっては、大江久仁子・金谷奈奈・

石井恵子の協力を得た。

6。 調査地位置図で使用した地形図は、倉敷市発行の 50,000分 の 1の都市計画図を縮小したもので

あり、その他の位置図に使用したのは、倉敷市発行の都市計画図を複製または縮小したものであ

る。

7,本書に関する実測図・写真・遺物等は、全て倉敷埋蔵文化財センターで保管している。
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I組 織

埋蔵文化財センターは、生涯学習施設であるライフパーク倉敷の中の一施設として、市域内の埋蔵

文化財に係る業務を一括して担当している。2000年度における埋蔵文化財センターの組織及び人員

は下記のとお りとなっている。

倉敷埋蔵文化財センター機構図

倉敷市教育委員会 生涯学習部 ライフパーク倉敷 市民学習セ ンター

教育センター

科学セ ンター

ライフパーク倉敷 所長

埋蔵文化財センター館長

〃    主 任

藤井 淳平

武田 俊宏

福本  明 (岡山県へ研修)

鍵谷 守秀 (科学センター学芸員兼務)

小野 雅明

藤原 好二

中野 倫太郎

片岡 弘至 (文化財保護課学芸員兼務)

大江 久仁子

洲脇 奈奈

石井 恵子

(職名等は 2001年 3月 31日 現在)

〃            〃

〃    学 芸 員

〃            〃

〃            〃

〃            〃

〃   臨 時 職 員

〃            〃

〃            〃

平成 12年度 埋蔵文化財センター運営協議会

会 長  間壁 忠彦 (学識経験者)

副会長  河本  清 (  〃  )
委 員  吉田 弘匡 (小学校校長会代表)

〃   北村 精三 (中学校校長会代表)

〃   萩原 一之 (高等学校校長会代表)

〃   古谷野寿郎 (学識経験者)

〃   池田三重子 (  〃  )
〃   宮回 公子 (  〃  )

ア



Ⅱ 事業の概要

1.埋蔵文化財センター運営協議会

(1)協議会 平成 12年 6月 14日 (火)会 場 :ラ イフパーク倉敷「第3会議室」

議 事  1.平成 11年度埋蔵文化財センター関係事業報告について

2.平成 12年度埋蔵文化財センター関係事業計画について

3。 その他

2.調査事業

(1)発掘調査  今年度は全面発掘調査2件、確認調査8件、立会調査20件を実施した。また、開

発面積が1,000」 を越える事業についての事前協議は84件でほぼ前年度並みとなっ

ている。

(2)分布調査  遺跡地図作製に伴い児島地区の補足調査を実施した。また、今年度から倉敷地区

の踏査を開始し、遺跡の台帳をパソコンに入力。

3.普及・啓発事業

(1)企画展・講座

タイ トル 開 催 日 回数 延べ人数

春の遺跡見学会⑤

夏休み親子考古学教室

7世紀の古代史

瀬戸内縄文人のくらし

縄文時代のアクセサリーを作ろう

企画展「縄文時代の人とくらし」

00.5,13

00.8.3

00.11.5011.12・ 11.19

01.2.18

01.2.25

01.1.23～ 01.3.18

1回

1回

3回

1回

1回

21人

37A

71人

45A

29ノ、

2,030A

(2)出前講座等講師派遣

派遣内容 依頼団体 開催 日 人数

校外授業 。遺跡見学

古代の土笛作 り

古代の土笛作 り

出前授業・学区内遺跡紹介

古代の土笛作 り

遺跡解説・寒田窯跡群4号

古代の土笛作 り

古代の土笛作 り

古代の土笛作 り

古代の土笛作 り

土器炊飯

出前講座・庄地区の遺跡

郷土史講座・吉備路めぐり

菅生小学校

玉島児童館

本荘小学校

第二福田小学校

琴浦東小学校

考古学研究会

水島児童館

倉敷公民館

郷内児童クラブ

倉敷北児童センター

豊洲小学校

庄の文化財を考える会

多津美公民館

00.4。 19

00.4.23

00.5.10

00.5。 7

00.6.4

00.6.10

00.6.24

00.6.28

00。 8,30

00.9.9

00。 9。29

00。 10。 15

00.11.16

107メ、

32ノ、

41人

102A

56人

75人

15人

55A

30A

20ノ、

50A

40A

44A
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(3)報告書等の刊行

板谷コレクション図録 (本文編 )

B4版  本文20P 300部  2000年 8月 干J行

倉敷埋蔵文化財センター年報7 -1999年度―

A4版  本文40P 700部  2000年 11月 干J行

倉敷市遺跡地図 (児島地区)

A2版  本文40P 100菩5 2001年 3月 干J行

(4)貸出資料

年 月 日 貸 出 先 資 料 名 点数

平成 13年

1月 26日 安城市歴史博物館 矢部遺跡 龍形土製品 占
ハ

1月 31日 吉備人出版 秦原廃寺 軒丸瓦

ホ
゜
シ
゛
フィルム 占

小
2月 6日 岡山県立吉備路郷土館 秦原廃寺 軒丸瓦

モノクロフ
゜
リント 占

ハ
2月 15日 新倉敷駅周辺開発事務所

工務課

楯築遺跡 ホ
゜
シ
゛
フィルム 占

小

4.利用者数

展示・講座等を含めた今年度の利用者数は下表のとおりである。開館 日数293日 に対し入館者数

は12,949人で、 1日 平均44.2人が利用していることになる。総利用者数は昨年並みが維持された。

減少傾向にある入館者数に対し、企画展などの開催によってかろうじて利用者をつなぎ止めた形と

なった。

【平成 12年度利用者集計表】

月 4 5 6 7 8 9 10 12 2 3 合計

開館 日数 ，
“ 24 26 25 27 24 25 24 22 ９

“
９
“

つ
０

９

“ 26 293(日 )

入
館
者
数

一般 363 508 562 488 1,263 472 518 442 166 389 728 576 6,475(ノ、)

児 童 603 1,130 1,076 599 1,426 292 243 232 77 143 349 304 6,474(ノ、)

合計 966 1,638 1,638 1,087 2,689 764 761 674 243 532 1,077 880 12,949(ノ、)
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Ⅲ 普及・啓発事業報告

1.企画展「縄文時代の人とくらし」

期  平成 13年 1月 23日 (火)～ 3月 18日 (日 )

場  埋蔵文化財センター「展示室」

象  一般

者  2,030ノ k

今回の企画展では、縄文時代の人々の暮 らしをテー

マに、岡山県内から出土した縄文時代の遺物や遺構写

真などの展示解説を行った。

ここ数年、青森県三内丸山遺跡の発掘調査などを契

機として、縄文時代への関心が全国的に高まってきて

いる。倉敷市とその周辺は、西日本でも有数の縄文時

代遺跡の密集地帯として知 られてお り、特に縄文貝塚

は古 くから調査が進められてきた。そして近年、岡山

市朝寝鼻貝塚や総社市南溝手遺跡などの発掘調査によ

り、これまでの縄文時代観を見直すような考古学的知

見が加わっている。このような情勢を踏まえ、今回の

展示では、「瀬戸内の縄文土器」・「生業の道具」・「装い・

呪術の道具」・「縄文人の食料」などのコー ナーを設け

てわかりやすく解説した。展示品は全て縄文人の生活

に深くかかわつた重要な資料であり、来館者の興味を

引くものであった。

2。 企画展関連行事

1)講演会

講  師

日  ]寺

会  場

対  象

入 場 者

「発掘が語る縄文人のくらし」

河瀬正利 (広島大学)

平成 13年 1月 28日 (日 )

ライフパーク倉敷「中ホール」

一般

50ノ、

今回の企画展のテーマである縄文人の暮 らしにつ

いて、広島大学の河瀬正利氏に講演をいただいた。は

場

会

会

対

入

＝備
γ
蹴

イ

摯
錢
″
．■
４
一一一撃
く
ム
●
■
轟

讐
■
一磯
一■
■



じ めに、縄文時代とはどのような時代であったのか、

北の三内丸山遺跡と南の鹿児島県上野原遺跡をとりあ

げ、新たな発見によって時代観が大きく変わっている

現状 を解説された。また、岡山市朝寝鼻貝塚などで縄

文前期の地層からイネのプラント・オパールが検出さ

れたことについて、おそらく、イネ (米)は稲作が定着

す るずっと以前から日本に入ってはいたが、土地に根

づくことなく栽培が途絶え、また新たに栽培を試みて

は途絶えを繰 り返した時期があったのかもしれないと

の見解を興味深くお聞きした。そして、ご自身の研究

フィール ドである広島県帝釈峡遺跡群と瀬戸内沿岸に

立地する遺跡を対比させ、縄文人の活動を浮き彫 りに

した。講演のあと、講師と聴講者との質疑応答が時間

の都合で設けられなかったのが残念であった。

2)講座 「瀬戸内縄文人のくらし」

講  師  富岡直人 (岡 山理科大学)

日  時  平成 13年 2月 18日 (日 )

会  場  ライフパーク倉敷「中ホール」

対  象  一般

受 講 者 45人

瀬戸内地方の縄文人の暮 らしについて岡山理科大学

の富岡直人氏に講演をいただいた。まず、生活の舞台

である瀬戸内海の成 り立ちとその環境の説明を行い、

東 日本と比べて縄文遺跡の密度が低い西日本の中で、

瀬戸内地方は縄文遺跡の数が比較的多い地域であるこ

とが示された。縄文前期の地層からイネの痕跡が発見

された問題では、この時期の農耕の実証的研究は様々

な科学を取 り入れた多角的な研究が必要であると説い

た。また、縄文人の食生活に関して、笠岡市津雲貝塚人

は海産の魚介類への依存度が高く、植物や草食動物の

摂取が少ないことが出土人骨の分析により判明した

が、食事情は瀬戸内のなかでも地域的バリエーション

がある可能性を指摘した。講演後も講師と聴講者との

間で質疑応答が続いた。
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3)講座 「縄文時代のアクセサリーを作ろう」

講  師 猪原千恵 (吉備路郷土館)

日  時 平成 13年 2月 25日 (日 )

会  場 埋蔵文化財センター「遺物整理室」

対  象 一般

受 講 者 29人

この講座では「けつ状耳飾り」を作成した。薄く磨い

た石の板に切り込みを入れた縄文時代の耳飾りだ。

講師の先生から縄文時代のアクセサリーについてレ

クチャーを受けた後、実際に作業を開始した。

石材は雅印の材料として市販されている滑石を使っ

た。あらかじめ適当な厚さに切り分けておいた石を、

コンクリー トブロックの表面で研磨し整形する。舞錐

などで穴を開け、サンドベーパーで仕上げる。

簡単な作業だが、割れたり、思った通りの形になら

なかったりで、受講生はみんな熱心に石を磨いていた。

3.一般講座

1)春の遺跡見学会 ⑤
～王墓の丘史跡公園～

講  師 藤原好二 (倉敷埋蔵文化財センター)

日  時  平成 12年 5月 13日 (土 )

対  象 一般

参 加 者  21人

「王墓の丘史跡公園」はすでに第 1回 目の春の遺跡見

学会で訪ねた場所であるが、その後もアンケー トなど

を通じて案内してほしいとの要望が多かつたため、再

び訪問する運びとなった。

当日は幸いにも前日の雨が上がり薄曇 りの中の見学

会となった。弥生時代の楯築遺跡では巨大な立石に目

を奪われ、弧帯文石の文様に古代の人々の祈 りを感じ

た。日畑廃寺では今に続く仏教の始まりに、王墓山古

墳では石棺に葬 られた人物に思いをはせながら、参加

者は皆、熱心に説明に聞き入っていた。
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2)夏休み親子考古学教室

時 平成 12年 8月 3日 (木 )

場  倉敷市少年自然の家

象  小学校高学年と保護者

講 者 37人

当セ ンターが開館以来行っている講座で、今回で 8

回目を数える。

内容としては、昨年同様「まいぎり」による火おこし

と、土器によるご飯とみそ汁作 りを行った。まず、火お

こしや土器炊きの手順を簡単に説明した後、それぞれ

の親子に別れて作業を行った。初めての火おこしやサ

ヌカイ トの石器を使った具材切 りなど、慣れない作業

が多くかなり苦労している親子も見 られたが、最終的

には全員時間内で作業を終えることができた。

参加者たちのアンケー トでは、「思ったよりおいしく

できた。」「夏休みのいい思い出となった。」などの意見

が多かった。

3)7世 紀の古代史

講  師 第 1回 安東康宏 (笠岡市教育委員会)

日  ]守

会  場

対  象

受 講 者

「笠岡市関戸廃寺の発掘調査」

第 2回 尾上元規 (岡 山県教育委員会)

「終末期古墳と大化薄葬令」

第 3回 亀田修一 (岡 山理科大学)

「古墳の終焉と古代寺院」

平成 12年 H月 5日 012日 019日
(日 )

ライフパーク倉敷「視聴覚ホール」

一般

71人 (延べ人数)

日

会

対

受

今回の考古学講座では、古代の豪族が巨大な墳墓で

ある古墳の築造をやめ、寺院を建設するようになる時

代の転換点を取 り上げた。古墳時代の終末と寺院建設

の開始の双方について第一線の研究者の方からお話を

賜った。
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第 1回は安東康宏氏より、最近発掘調査が行われ、

県内では比較的実態のよくわかっている笠岡市関戸廃

寺についてお話いただいた。新たに確認された金堂や

回廊、あるいは以前か らわかっていた塔跡などか ら、

復元された伽藍配置イメージ図はわか りやすく、実際

の古代寺院を間近に見るようであった。また、畿内勢

力との関係が強いことが、備中では珍しい川原寺式の

瓦を用いることなどを通じて紹介された。

第 2回は尾上元規氏の解説で古墳の終焉について大

化薄葬令とか らめてお話いただいた。7世紀になると

各地の豪族は小型の方墳を築 くようになるが、必ずし

も薄葬令の規定をきっちりとは守っていないこと、ま

た、尺度や仏教などの新たな中国文化の導入が始まる

ことなどを紹介いただいた。

第 3回、亀田修一氏には古墳と古代寺院の関係を総

括的にまとめていただいた。朝鮮半島の百済には古墳

の主を祀るための寺院の例があること、日本にも終末

期古墳と寺院が近接して存在するものがあることを岡

山県内の例をあげて解説し、その関係をとりあげた。

また、前期古墳のそばに寺院が造営される場合もある

ことから、古墳時代が終わっても、なお古墳に対する

一定の畏怖の念、あるいは象徴的な意味があったので

はないかということが指摘された。

4。 ライフパークの集い

日  時  平成 12年 8月 20日 (日 )

会  場  埋蔵文化財センター

入 場 者  1,424人

「ライフパークの集い」は、より多くの市民にライフ

パーク倉敷を知ってもらうことを目的に平成 6年度か

ら始まったもので、今回で 7回 目となる。夏休み中に

行われるこのイベントでは、ライフパーク内の 5セ ン

ターがそれぞれ趣向を凝らした講座や出し物を企画し

8



てお り、毎年多くの家族連れが訪れ、一年で最も賑わ

う日となっている。

埋蔵文化財センターでは、昨年に引き続き「ドキ ド

キ !発掘体験」と「夏休み親子考古学教室写真展」を遺

物整理室において実施した。

発掘体験は、大きな砂箱の中にミニチュアの土器や

埴輪、石器などを埋め、それ らを竹べらで掘 り出して

もらうコーナーである。そして、遺物の種類ごとに簡

単な表彰状を作 り、掘 り出してきた子どもたちにそれ

らを手渡した。小さな子どもたちでも宝探し的感覚で

手軽に楽しめ、同時に発掘の疑似体験ができるこの催

しは、昨年同様大変盛況であった。ただ、表彰状を持ち

なが ら竹べ らで砂を掘るのはや りづ らそうであった

し、また、子どもたちの歓声とは対照的に室内の飾 り

付けがあまりなくやや殺風景であったことなど、次回

の検討課題となるであろう。

親子考古学教室の写真展は、これまで展示室の一角

において行っていたが、今回は発掘体験と同じ遺物整

理室で展示を行った。これは、子どもが発掘体験に夢

中となっている間、保護者の方にじっくり見てもらえ

るのではないかと考えたからであるが、予想通 り時間

をかけて見ている人が多いようであった。また、今回

も講座の参加者には、展示後希望の写真パネルをプレ

ゼントし、好評を得た。

9



Ⅳ 調査事業報告

2000年度調査一覧表

No. 遺 跡 名 調 査 地 調査原因 区別 調査期間 備 考

笹問遺跡 林119外 道路改良工事 立会 00.4.4 遺物 0遺構無し

2 広江・浜遺跡 広江1丁 目外地内 下水管埋設工事 立会 4.604。 11

3 酒津―水江遺跡 水江字西阿知境11531 宅地造成 立会 4。 25

4 上東遺跡 上東396-1外 道路改良工事 確認 5。 9-5。 10 弥生土器・Pit

5 西岡貝塚 匹il司 1685 水道管埋設工事 立会 5。 18 遺物・遺構無し

6 金浜遺跡 児島塩生335103350 道路改良工事 立会 5。 27

上東遺跡 TI主69-10 道路改良工事 確 認 5。 30 弥生土器・土墳

8 上東遺跡 T[主69-10 道路改良工事 全面 7.4～ 7.29

9 笹間遺跡 林117外 道路改良工事 立会 7.6 遺物・遺構無し

10 酒津―水江遺跡 水江字西用水西添1076外 宅地造成 立会 7.11

大室遺跡 下津丼5丁 目2401番地先 道路改良工事 立会 7.12

，
″ 釜島西丘上遺跡 下津丼字釜島2460-43外 トイレ設置 確認 7.27～ 8。 1 尖頭器・細石核

13 新熊野山遺跡 カト685 堂宇建設 立会 8.8 遺物・遺構無し

14 新熊野山遺跡 林715番地先 道路改良工事 立会 10。 17

15 上東遺跡 上東315番地先 水路改修工事 立会 10。 18

16 才楽遺跡 日畑字才楽15411 水路改修工事 立会 10。26

17 上東遺跡 上東721外 道路改良工事 確認 11,7 弥生土器

18 上東遺跡 上東3961外 道路改良工事 全面 11.7～ 12.6 弥生土器・貯蔵穴

19 酒津―水江遺跡 水江地内 下水管埋設工事 立 会 12.7 遺物 0遺構無し

20 桜の堤 玉島阿賀崎22775-1地先 道路改良工事 立会 12.14

，
“ 酒津―水江遺跡 西阿知町字田金3511 宅地造成 立会 12.16

22 上東遺跡 上東下亀川110-1外 道路改良工事 確認 12。 19 弥生土器・Pit

23 笹間遺跡 林58外 道路改良工事 立 会 12.19 遺物・遺構無し

24 諏訪神社遺跡 玉島黒崎5549 アンテナ設置 立会 01。 1.11

25 北面丸山貝塚第8群 連島町連島4261番地外 墓地造成 立会 1 11～ 1.12 貝層・亀山焼

26 白銀山遺跡 玉島字狐島11071 墓地造成 確認 1.31 遺物・遺構無し

27 塩生遺跡 児島塩生734-4 住宅増築工事 確認 2.7

28 上東遺跡 上東字才ノ元5143 店舗増築 確認 3.2 弥生土器 O Pit

29 亀山遺跡 玉島八島字前田2939-1外 道路改良工事 立会 3.27 亀山焼

30 酒津―水江遺跡 水江字柳原1344外 宅地造成 立会 3.30 遺物・遺構無し
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釜艶壽Z劉壬_止   確認調査報告
調 査 地 下津丼字釜島

調 査 原 因 自然還元式 トイレ設置

調 査 期 P85  000727-000801

遺跡の概要 釜島は児島の鷲羽山沖に位置している。現在は無人島で道も定かでないほど草木が

茂っているが、以前は小学校もあり、最高所でも標高40mに満たない丘陵上はほとんどが畑として

開墾されていた。釜島西丘上遺跡は島の西北部に位置する標高約 39mの丘上を中心とする遺跡で、

旧石器時代の遺物が散布するとされていた。

調査の概要 仮設 トイレの設置が予定されている丘陵の最高所とその東に延びる尾根の付け根付

近の2カ 所に2× 2mの トレンチを設定して調査を行った。

その結果、最高所に設定した トレンチ1か らは、細石核を含む遺物が多数出土し、旧石器時代の遺

跡が存在することが確認された。表土の下には 10 cm程度の旧耕作土(浅橙色砂質土)があり、遺物は

この下の流土中から多数が検出された。遺物包含層の下には無遺物層が存在したが、非常に硬質の層

で、さらに掘 り下げて地山を確認することはできなかった。

遺物としては尖頭器未製品2点、細石核 5点、石鏃2点を含むサヌカイ ト製石器多数があり、最高

所を中心に、旧石器時代から縄文時代にかけての遺跡が存在したと考えられる。しかし、この遺物包

含層は二次的に堆積した層あるいは畑を開墾した際の造成層と考えられる。また、遺構も確認されな

かった。

東に延びる尾根の付け根付近に設定した トレンチ2の土層も基本的には同様で、旧耕作土(明赤褐

色土)の下に遺物包含層があり、その下は無遺物層(にぶい黄橙色硬質土)であった。これらの層は畑を

開墾した際の造成土と考えられ、非常

に固くしまっていた。遺物は トレンチ

1と は全く異なり、中世の亀山焼片、土

師質土器片が多く出土した。やはり遺

構は検出されなかった。

以上のように、両 トレンチからは時

期の全 く異なる遺物が出土 している。

このため 2000年度発行の『倉敷市遺

跡地図(児 島編 )』 では、最高所付近の旧

石器時代から縄文時代の遺跡を釜島第

1遺跡、東に延びる尾根上の中世の遺

跡を釜島第 2遺跡と別の遺跡として記

載した。

出土遺物 トレンチ 1か らの出土遺
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調 査 面 積 8ぷ

調査担当者 鍵谷・小野・藤原
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物としては尖頭器未製品2点、細石核 5点、石鏃2点を含むサヌカイ ト製石器多数がある。そのうち

代表的なものを紹介する。

102はサヌカイ ト製の凹基鏃である。1はやや大型で挟 りは浅い。2は厚手でやはり快 りは浅い。

いずれも加工は丁寧で、縄文時代のものと考えられる。

304は サヌカイ ト製の尖頭器である。3は最大幅の付近で折れてお り、先端の加工は鋭 く尖るに

至っていない。4も 加工が途中で放棄されてお り、両方とも未製品と考えられる。

5は周縁に丁寧な交互剥離が行われており、石鏃の未製品とも考えられるが、やや分厚くここでは

楔形石器としておく。サヌカイ ト製である。

607はサヌカイ ト製の縦長剥片である。7の 背面にはネガティブ面が2枚ある。そのうち 1枚は腹

面と逆方向から剥離されており、打面転移が行われていたことがわかる。また、側縁には使用による

刃こばれと考えられる微細剥離が認められる。

809はサヌカイ ト製の横長剥片である。いずれも背面に素材となった盤状剥片を残し、ネガティ

ブ面は 2枚以上である。

10～ 14は細石核である。10～ 13は硬質安山岩製、14はサヌカイ ト製である。いずれも形態は板

状を呈しており、剥片を素材としている。10は打面に細かい調整が行われ、作業面に7枚の細石刃剥

離痕が残されている。このうち図面左手の2枚は下方から剥離されており、打面転移が行われたこと

がわかる。11は小型の細石核で、作業面には3枚の細石刃剥離痕が残る。12は 当初は原礫面を打面

として細石刃を剥離している。作業面には 3枚の細石刃剥離痕を残す。13は明確な打面調整が行わ

れておらず、作業面には2枚の細石刃剥離痕を残すが、ややいびつな細石刃を剥離している。14はや

や風化したサヌカイ トを素材としている。作業面に5枚の細石刃剥離痕を残し、作業面の再生を行う

ための加工を側部から行っているが、それ以   石 器 計 測 表

上の細石刃剥離は行われていない。

15～ 17はサヌカイ ト製の石核である。15は

上下に階段状剥離痕を持ち、側縁に剪断面を

有す。16は打面転移を行いながら、やや横長の

剥片を剥離している。17は求心状に不定形剥

片を剥離していくものである。

18はサヌカイ ト製のスクレイパーである。

今回の遺物の中では最大のものである。原礫

面を打面とする、やや横長の大型剥片を素材

としている。刃部は両面加工でやや内湾する

部分もある。

アイ

番 号 器 種 長(cm) 幅(cm) 厚(cm) 重(g)

1 石 鏃 3.19 (2.40) 0.46 ，

“

，
“ 石 鏃 2.26 0.53 ９

″

3 尖頭器未製品 (5。 38) 2.20 1.14 9。9

4 尖頭器未製品 7.15 1.93 0.64 ９
″

5 楔形石器 ? 1.92 2.46 0。71 ，

″

6 縦長剥片 4.32 1.26 0。64 つ
０

縦長剥片 6.62 1.92 0.82 10.3

8 横長剥片 2.32 6.35 0.89 10。 3

9 横長景1片 3,11 5。82 0.86 14.1

石 核 6.70 3.88 2.46 80.6

16 石 核 3.42 4.90 1.85 24.6

石  核 3.61 3.57 ９
“ 17.5

18 スクレイパー 10。8 17.4 1.62 334.6

細 石 核 計 測 表

番号
打面長

(cm)

打面幅

(cm)

作業面長
(cm)

作業面幅

(cm)
重(g)

10 2.40 1.30 1.76 1.26 8。 5

2.11 1.05 1.79 0。98 4.2
９

“ 2.01 1.25 2.39 0.82 6.8

13 2.34 0.94 2.22 1.01 7.4

14 4。36 1.54 2.97 1.25 26.2

(藤原)
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出土遺物 2(S=2/3)
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じ ょ う と ラ

調 査 面 積 3ぷ

調査担当者 鍵谷・藤原

土 東 遺 跡 (上東 Юθ棚 婦 船 報告

調 査 地 上東 72-1外

調 査 原 因 道路改良工事

調 査 期 間 001107

遺跡の概要 上東遺跡は、足守川の沖積地に立地する、弥生時代後期を中心とした集落遺跡であ

る。これまでに山陽新幹線 (1972～ 1973)、 都市計画道路 (1975～ 1976)、 主要地方道箕島高松線

(1997～ 1999)等の建設に伴う発掘調査によって大規模な集落跡や港湾施設とみられる遺構が確認

されている。今回の調査地は、先述の山陽新幹線や主要地方道箕島高松線建設に伴う発掘調査におけ

る西鬼川市調査区のすぐ北側にあたる。西鬼川市調査区では弥生中期から後期にかけての土墳と溝

が確認されているが、住居跡などは検出されていない。

調査の概要 南北方向に計画されている道路敷地内に1× 1.5mの トレンチ2カ所を設定して土層

観察を中心に調査を行った。

その結果、北方に設定した トレンチ1では、耕作土中より既に遺物が確認されはじめ、最下層を除

く全ての層から遺物が確認された。遺物としては弥生土器片を中心に須恵器片・中世土器片がある。

遺構としては水田床土の下の明青灰色砂質土層を 1枚剥いだ段階で トレンチの南側に性格不明の落

ち込みを確認した。この遺構の性格については調査範囲が限られたため、不明である。またさらに掘

削を進めたところ、トレンチの北側が大きな落ち込みの北側のり面にかかっていることが判明した。

この落ち込みの埋土からは中世の土器片も出土しており、性格は溝あるいは自然流路と考えられる。

南方に設定した トレンチ2では各層から少量の弥生土器片等を検出しているが、遺構は全く確認でき

なかった。

今回の調査地付近はかつて地下げが行われ、その際に遺物の出土が伝えられている。主要な遺構な

どはすでに削平されてしまっている可能性が高いと考えられる。            (藤 原)
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止 東 遺 跡 (上期 協 ,確認調査報告

調 査 地  上東字下亀川 110-1

調 査 原 因  道路改良工事

5周 :奎i募調PB5  001219-001220

遺跡の概要 上東遺跡は足守川の沖積地に成立した弥生時代後期を中心とする弥生時代後期の集

落遺跡で、市内でも有数の規模を持つものと考えられている。今回の調査地にきわめて近接した区域

でも、山陽新幹線、都市計画道路等の建設にかかる発掘調査によって、膨大な量の遺物をともなって、

住居跡、溝、製塩遺構などの遺構が検出されている。

調査の概要 今回の調査は、県道上東浦線の交差点改良にともなうものである。交差点をはさむ南

北 2カ 所の拡幅部分に試掘坑を2カ所設定し、文化財の存在状況確認を行った。

南側に設定した トレンチ1では、近年に行われた整地により盛土されていたため、重機によって盛

土・耕作土の撤去を行い、その後に人力掘削で遺構検出にあたった。標高 lm附近で灰褐色土を40cm

程掘 り下げて、ほぼ南北にのびる溝状の落ち込みが検出された。遺構内から検出された遺物は、近

世・近代のものであった。

トレンチ2の掘削は入力で行なった。標高 0。65mあたりの土層の境界面上で平安時代の土師器片

が検出され、その層を撤去した後に弥生時代の基盤となる層の上面を確認した。基盤層は西から東に

向かって緩やかに傾斜しており、東端の標高0.5m、 西端は0.3m。 遺物は弥生時代後期の土器が少量

検出されたにとどまる。遺物の密度は東になるほど高かった。これは低地もしくは水路・河川への流

入の様子を反映しているものと思われる。 (中 野)
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じ ょ う と ラ

調 査 面 積 8ぷ

調査担当者 藤原・中野
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き た も ま る や ま

北敵 μノJ員1塚第 8群麟調査艦
調 査 地  連島町連島 4261番地外

調 査 原 因  墓地造成工事

調 査 期 間  010111～ 010112

遺跡の概要  北面丸山貝塚群は、連島の最高峰大平山の北斜面、標高20～40m付近に密集する

中世の貝塚群である。周辺の畑や山の斜面には貝殻が濃密に散布している地点が多く見られ、現在そ

れらの地点を含めて 9カ所の範囲が貝塚群としてとらえられている。第 8群は、この貝塚群の中では

東端近くに位置する一群で、これまでに 2カ所の貝殻散布地点が確認されている。

調査の概要 今回の工事区域は、既に確認していた 2カ所の散布地点からは外れてお り、かつて

段々畑の造成により削平を受けている部分でもあったが、重機による掘削中にその中央付近で新た

に貝塚が発見された。そこで、掘削範囲内の貝塚の上面を検出し、等高線と平行する トレンチを設定

して調査を行った。

その結果、山腹から北へわずかに張 り出す尾根の北西斜面、標高29m付近で、幅約21m、 奥行き

約4mの貝塚が確認された。貝層は、その厚さが中央付近で最大約 1.2mを測 り、東西の端に向かっ

て薄くなるレンズ状の堆積をしていた。中央付近では純貝層が認められるものの、多くの部分では混

貝土層となっている。貝層中には人頭大の花同岩礫が多数含まれていたが、不規則な混入であり遺構

等に伴うものではないと考えられる。貝は 4～ 6

cmの ハマグリが主体で、わずかにカキ、ッブガイ

などが認められる。遺物としては、亀山焼の甕や

す り鉢の破片、土鍋片などが少量ではあるが含ま

れてお り、概ね室町時代頃のものと思われる。

(鍵谷)
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調 査 面 積 21ゴ

調査担当者 鍵谷・藤原

貝層断面
調査地位置図 (S=1/2,500)



し ろ が ね や ま

由銀山遺跡確認船報告
調 査 地  玉島乙島 1107番 1

調 査 原 因  墓地造成工事

調 査 期 間  010131

遺跡の概要 遺跡の立地する自銀山は、高梁川河回の西岸に位置する独立丘陵である。周囲の平地

は江戸時代以降の干拓によって陸地化したもので、中世以前にはこの丘陵は、狐島と呼ばれる島の一

角であった。現在は、尾根筋から斜面にかけて開墾され、最高所には給水塔が建設されている。尾根

筋を中心に広い範囲でサヌカイ ト片が散布 してお り、旧石器時代の遺跡 として周知されている。

1996年 に行った分布調査の際には、南方の尾根先端でサヌカイ ト剥片 1片が採集されているが、遺

物の散布密度が低いせいか、明確な時期を決定できるような遺物は追加されていない。

調査の概要 調査地は、丘陵最高所に立つ給水塔北側の尾根に位置する。墓地造成の擁壁工事に伴

い、掘削する部分を中心に、2m Xlmの トレンチを 3カ 所設定して行った。尾根筋上に設定した ト

レンチ 1と西斜面に設定した トレンチ 3では、20～ 30cmの 厚さの耕作土の下は、すぐに花同岩バイ

ラン土の地山となっているのが確認された。工事予定区域の北端に設定した トレンチ 2で は、厚さ

約20cmの耕作土の下に黒褐色の造成上をはさんで花向岩バイラン土の地山がみられた。いずれの ト

レンチか らも遺物 0遺構は検出されていない。

今回の確認調査では、トレンチ内からは遺物・遺構は全く検出されなかったが、耕作などのために

既に遺物包含層が流出してしまっているものと考えられる。なお、造成範囲内でサヌカイ ト剥片 1点

を採集している。 (小野 )

調 査 面 積 6ゴ

調査担当者 小野・藤原
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調査地位置図(S=1/5,000)



し お な す

調 査 面 積 4ぶ

調査担当者 小野・中野

老詫空    確認調査報告

調 査 地  児島塩生 734-4

調 査 原 因  宅地造成工事

調 査 期 間  010207

遺跡の概要 塩生遺跡は、児島半島西岸に位置する倉敷市児島塩生の旧海岸に形成された砂州上

に立地する製塩遺跡である。古墳時代後期の製塩土器、所謂「師楽式土器」を多量に出土することで

知られている。付近では、個人宅の敷地内から弥生時代前期の無頸壺が発見されている他、平成6年

に賃貸マンション建設計画にともなって行われた調査では、中世の製塩炉、鍼水溜土墳などの製塩関

連遺構が確認されている。

調査の概要 今回の調査は平成 6年に製塩遺構が確認された地点から南へ約 100mほ どの地点で

ある。個人住宅の増築にともなう調査であり、当該地のほぼ中央に試掘坑を設定して遺跡の存在状況

の確認を行なった。

近年に行われた造成により盛土が行われていたため、機械による掘削で旧耕土までを除去、その後

に人力で掘削を行なった。付近の遺跡基盤層である旧海浜砂の層が地表下0.9mで検出されたが、遺

物・遺構ともに検出されなかった。地表下 1.4mま で掘削の後、当該地は遺跡の範囲外であると判断

して調査を終了した。 (中野 )

頷
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調査地位置図 (S=1/5,000)



上 東 遺 跡 (レストラン増幻 確認調査報告

調 査 地 上東字才ノ元 514-3

調 査 原 因 レス トラン増築工事

日周:当 ;調 FB5 010302

遺跡の概要 上東遺跡は、足守川の沖積地に立地する、弥生時代後期を中心とした集落遺跡であ

る。1972年から1976年 にかけて岡山県教育委員会により実施された山陽新幹線建設工事および側

道建設工事に伴う発掘調査において、路線部分における遺跡の分布状況が捉えられている。それに

よると、今回報告する調査地の南に位置する「才ノ元調査区」で微高地が確認され、溝跡が検出され

ている。また、1995年 に倉敷市教育委員会により行われたレス トラン店舗建設用地選定 に伴う確認

調査では、調査対象地の東側において「才ノ元調査区」の微高地が北に延びていることが確認された。

今回の確認調査では、さらにその北側における微高地の存在状況を把握することを主眼に置いた。

調査の概要 調査は、2m× 2mの試掘坑 (ト レンチ)を工事計画区域内の任意の 2カ所に設定し

て行った。

トレンチ 1での土層観察によると、耕作土・床土の直下は厚さ約20cmの灰黄色砂質土が堆積して

お り、その下には、にぶい黄橙 :  ヽ   、
1     ヽ   、

ヽ

ィヽ才~~

bl 日

じ ょ う と ラ

‐

ヽ

‐

Ｖ

Ｉ

Ｉ

調 査 面 積 8ゴ

調査担当者 小野・中野

ヽ
ア イ
‐＼

色、黄灰色、にぶい黄色の粘質土

がみ られる。にぶい黄色粘質土

層 の上面は、波打つような乱れ

が観察される。この下には厚さ

約 4 0 cmの 黄灰色粘質土層が続

く。この層は、下層に行くに従っ

て暗い色調のシル ト質にな り、

葦のような植物遺体が含まれる。

そして、標高 0。3mあたりで灰色

シル ト層とな る。トレンチ 1で

は、いずれの層からも遺構、遺物

は確認することはできなかった。

トレンチ 2では、耕作土の直

下は黄褐色粘質土で、その下に

は厚さ約 25cmの褐灰色粘質土が

みられる。この層には弥生土器、

須恵器等の遺物が含まれており、

密度が 薄いながら遺物包含層と

捉えることができる。褐灰色粘

22
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質土を除去し、灰色粘質土層上面 (標高 0.9m付近)を露出した段階でビット1基が検出された。直

径は50cm、 残存する深さ25cmを測る。内部には灰色粘質土が堆積し、ブロック状の灰色粘質土が少

し混じる。遺物としては、弥生時代後期の高杯などが出土している。ピットが掘 り込まれた灰色粘質

土層は弥生時代の基盤層と捉えることができる。鉄分の沈着が顕著で、灰色地に明るい褐色が混在す

る色調である。基盤層検出面から30cm程度下では、暗い色調の灰色粘質土層になっている。湧水に

よるトレンチおよび遺構の崩壊を避けるため、これより下層に堆積していると想定される粘質土層、

シル ト層の確認は行わなかった。

今回の調査結果および調査後に行われた工事中の立会調査と1995年の確認調査の結果を照合し

て、当該地の遺跡の存在状況を考えてみたい。1995年 の確認調査では 2m× 2mの トレンチを15m

間隔で東西直線上に4カ所設定して行っている。これらの トレンチを西からA、 B、 C、 Dと 呼ぶこ

とにする。トレンチAでは耕作土直下の砂質土層に続き、4層 に分けられる粘質土層、植物遺体を含

むオリーブ黒色シル ト層が堆積している。この層序は今回の トレンチ 1と ほぼ同様であり、やはり

遺構、遺物は確認されていない。トレンチ Bでは、水田面から約60cm下 の褐色粘質土層を切 り込む

溝状遺構が検出されており、灰色粘質土層を掘 り込んだ弥生時代遺構が検出された トレンチ 2と 符

合するようである。トレンチ Bの溝状遺構からは、弥生土器と思われる土器がわずか 1片 しか出土

しておらず、時期等の詳細は不明であるが、トレンチ 2で検出されたものと同一の基盤に立地するも

のと思われる。トレンチ C、 Dでは基盤層に対応

すると考えられる暗灰黄色粘質土層がみられ、そ

の直上にはわずかながら弥生土器等を含む粘質土

層が存在するが、遺構や明確な遺物包含層は確認

されていない。以上のことから、トレンチ 20ト

レンチ Bで確認された微高地は、そのす ぐ西で

徐々に落ち始め、トレンチ 10ト レンチAの地点

では溝、土墳などの遺構が存在する状況ではない

ようである。このことは、今回の確認調査後に行

われた工事中の立会調査でも追認され、また、山

陽新幹線側道建設工事に伴う発掘調査で推定され

た微高地西端のありかたとも矛盾するものではな

いと思われ る。 (小野)
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上東遺跡町 鰐麟 廠 腰
調 査 地  下庄 69-10

調 査 原 因  道路改良工事

調 整翌夕綱盾]  000704′ V000731

遺跡の概要 上東遺跡は足守川の沖積地に成立した弥生時代後期を中心とする集落遺跡で、市内

でも有数の規模を持つと考えられている。山陽新幹線、都市計画道路等の建設にかかる発掘調査に

よって、すこしずつ概要が明らかになりつつあるが、正確な範囲は未だ確定出来ていない。

また、今回調査地の北方約 250mの地点では、主要地方道箕島高松線建設にともなって行われた

岡山県古代吉備文化財センターの調査により、港湾施設の可能性がある波止場状遺構が検出され、同

調査区のさらに南西にまで微高地が延びることも確認されている。

調査の概要 今回の調査地は足守川西岸に位置する下庄地区の水田の一角である。発掘調査は工

事予定区域のうち道路新設部分について行なった。調査区の総延長は47mあ まり、幅は2m～ 2.5m

である。基盤層上面まで掘削した結果、土墳 12基 と溝状遺構が検出された。調査区西端付近で確認

された溝状遺構、土墳4基は弥生時代後期のものである。この基盤層上面の標高は 0。8m。 山陽新幹

線あたり(岩倉遺跡)の基盤レベルと比べて少なくとも0.4m程低い。西から流入した様子が確認でき

る西端の土層をのぞき、基盤層より上の層は大半が水平堆積となっている。包含層内の遺物は摩滅が

はげしく、二次堆積の可能性が強い。

遺物は溝状遺構付近から比較的まとまって出土しており、弥生時代後期の壺、甕、高杯、鉢などの

土器がある。また、調査区東側の遺物

包含層からは、古墳時代前半期のもの

と思われる小型化した台脚をもつ製塩

土器が出土している。

上東遺跡は規模が大きいだけに、こ

れまで正確な範囲の把握がなされてお

らず、その南限の把握は課題のひとつ

であった。今回の調査によって、確実

に遺跡が存在する範囲を知ることが出

来たのは大きな成果だろう。また、さ

らに溝状遺構が南西方向に延びている

ことから、遺跡の範囲はいま少し南に

広がるものと思われる。
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調 査 面 積  106ぶ

調査担当者 小野・中野
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調査地位置図(S=1/5,000)



」 :屏講還覗オ仕 東 77号線

'発

掘調査概要

調 査 地  上東 396-1外 3筆

調 査 原 因  道路改良工事

調 査 期 間   000509-000510(確 認調査 )

001107-001207(全面調査 )

遺跡の概要  上東遺跡は、岡山県南部では屈指の弥生時代後期を中心とする集落跡である。これ

までに山陽新幹線および都市計画道路等の建設に伴い、岡山県教育委員会による大規模な発掘調査

が行われ、住居跡、溝、井戸など数多くの遺構とともに膨大な量の遺物が出土している。今回の調査

地点は、それらの調査における下田所地区東端のすぐ北側にあたる。下田所地区は、上東遺跡を構成

する他の微高地とは様相が異なり、微砂層の堆積により形成されたもので、先の調査では弥生時代～

中世にかけての溝や土墳が検出されている。

こうした過去の調査結果をふまえ、平成 12年 5月 にトレンチ 2カ 所による事前の確認調査を行っ

た。その結果、水田の地下げ等によりその上部は既に消失しているものの、弥生時代と思われるビッ

ト3基が確認され、下田所地区における遺跡が今回の工事区域にまで延びていることが明らかとなっ

た。

調査の概要 調査対象地は東西に走る用水路により南北に2分割されていたため、南側を1区、北

側を2区 としてそれぞれ調査を行った。調査は、後世の地下げ面まで重機により掘 り下げた後、遺構

を精査する方法で行った。

【1区】

調査区の基本的土層は、上から水田耕作土・水田床土・灰褐色土・黄灰色土・黄灰色砂質土となる

が、調査区の北端では灰褐色土は確認できない。灰褐色土には弥生時代～中世にかけての遺物が多く

¬ 3_

/f

じ ょ う と う

調 査 面 積 290」

調査担当者 鍵谷・藤原
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調査地位置図 (S=1:2,500)
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含まれており、この面が後世の削平面と考えられる。その下の黄灰色土には弥生時代の遺物のみが含

まれているが、概して小片で摩耗しているものが多く見られることから、周辺地より流れ込んだもの

である可能性が高い。

検出した遺構としては、ビット17基、溝 2基がある。これらは既に述べたように全てその上面が

削平されており、また、水田用の暗渠や近現代の穴によって一部破壊を受けているものもあった。検

出したピット17基は、出土遺物や埋土の状況などから弥生時代の遺構と考えられる。これらのうち、

3基は直径 0.8m～ lmを測る比較的大きなもの 場駒響帯規

で、多くの土器片とともにその埋土には炭が含ま

れており、貯蔵穴である可能性が高い。出土した

土器には甕・壺・高杯・器台などがあり、後期初頭

頃のものと考えられる。土器以外の遺物 として

は、石包丁が2点出土している。検出した2基の溝

は、どちらも深さが浅く底部のみがわずかに残っ

た状態であると思われる。いずれも灰色粘質土が

堆積しており、出土した土器から中世頃のものと

考えられる。

【2区】

調査区の基本的土層は 1区 と同様であるが、弥

生時代の遺物を含む黄灰色土は存在せず、ベース

である黄灰色砂質土直上には、弥生時代～中世の

遺物を含む暗灰黄色粘質土があり、1区の灰褐色

土に相当する土層と考えられる。

検出した遺構としては、ビット11基、溝 1基が

ある。ビットはいずれも小規模なものが多かった

が、そのうちの 1基は、直径約 1.2m・ 深さ約 0。6

mと他に比べ大きく、また、埋土には多くの土器

片とともに炭が混じるなど、1区 の貯蔵穴と同じ

状況を示していた。ただし、出土した土器は中期

中頃のもので、1区のものに比べてやゃ古い。溝

は、長さ3.5m・ 幅 lmを測る長円形を呈するもの

で、深さも15cm程度と浅い。堆積していた土は灰

色系の粘質土で、遺物も中世の土器を含むなど 1

区の溝とほぼ同じ状況を示していた。 (鍵谷 )

1区

‐■11■■■11111■|IFIII■

貯蔵穴土器出土状況

2δ

tililil11懸‖l憮IR藤

1区 遺構検出状況

2区 遺構検出状況



V寄贈図書一覧 (2000。 4。 1～ 2001.3.31)

【Jヒカ夢史ヨ  θ7J

(財 )北海道埋蔵文化財センター

苫小牧市埋蔵文化財調査センター

えりも町郷土資料館

r青森県 θ2」

青森県埋蔵文化財調査センター

【岩手県  θ3」

(財 )岩手県文化振興事業団

北上市立埋蔵文化財センタT

r富城県  θィ」
多賀城市埋蔵文化財調査センター

仙台市富沢遺跡保存館

r山形県 θω
米沢市教育委員会

rL‐
~島

県 θ7」

(財)郡山市埋蔵文化財発掘調査事業団

(財 )いわき市教育文化事業団

会津若松市教育委員会

テエタ第4号、掘りだされた北の歴史、対雁2遺跡 (1)、 調査年報12-平成11年度 、

北海道立埋蔵文化財センター年報 1、 花岡2遺跡。花岡3遺跡、自滝遺跡群 I、 日東

遺跡、シラリカ2遺跡、豊野6遺跡、キウス4遺跡 (5)、 内園6遺跡、ユカンボシC15
遺跡 (3)、 キウス4遺跡 (6)、 北伏古2遺跡、都遺跡、東町遺跡

苫小牧の埋蔵文化財 No。 13[縄文時代・後期編]、 苫小牧市埋蔵文化財調査セン

ター所報2

油駒遺跡

ネットワーク発掘 第7号～第8号

紀要XⅨ、志羅山遺跡第46066074次発掘調査報告書、佐野遺跡第1次・三日町 I

遺跡第2次発掘調査報告書、惣前町遺跡発掘調査報告書、日の出町 I遺跡発掘調

査報告書、山王山遺跡第9次発掘調査報告書、川岸場Ⅱ遺跡発掘調査報告書、沢田

I遺跡発掘調査報告書、狼沢Ⅱ・高松寺・上駒坂遺跡発掘調査報告書、峠山牧場 I

遺跡 B地区発掘調査報告書、向中野館跡第4次・小幅遺跡第 11次・台太郎遺跡第

19次発掘調査報告書、芦名沢Ⅱ遺跡発掘調査報告書、下村遺跡発掘調査報告書、

安栖野遺跡発掘調査報告書、下醍醐遺跡発掘調査報告書、下醍醐遺跡発掘調査報

告書、佐野原遺跡発掘調査報告書、上寺田遺跡・本巻遺跡発掘調査報告書、西舘跡

発掘調査報告書、水ノロ遺跡発掘調査報告書、休場遺跡発掘調査報告書、相ノ沢

遺跡発掘調査報告書、上野平遺跡発掘調査報告書、上台遺跡発掘調査報告書、大

向上平遺跡発掘調査報告書、長倉 I遺跡発掘調査報告書、島田Ⅱ遺跡発掘調査報

告書、向中野館跡第3次・小幅遺跡第10次発掘調査報告書、矢神遺跡発掘調査報告

書

北上市埋蔵文化財年報1996年度～1998年度、北上市立埋蔵文化財センター紀

要 第1号、藤沢遺跡Ⅲ、浮牛城跡Ⅱ、南部工業団地内遺跡Ⅲ、藤沢遺跡 V、 横町遺

跡、滝ノ沢遺跡 V、 大堤遺跡、江釣子古墳群、南部工業団地内遺跡 I

多賀城市埋蔵文化財調査センター年報 ―平成 10年度……平成 11年度―、西沢遺跡
―第8次調査報告書 、市川橋遺跡

市民文化財研究員活動報告書4、 赤彩の考古学 2000年前の彩文土器と赤彩銅

鐸―、跡 一大地の思いで一、仙台市富沢遺跡保存館研究報告 3、 地底の森 第12号～第

14号、地底の森ミュージアム年報 ―第4号―

大浦 B遺跡、米沢城東二の丸跡遺跡詳細分布調査報告書 第13集、大浦 C遺跡横

山古墳

音路遺跡、蒲倉古墳群 ―第6次調査報告―、鴨打A遺跡 (遺構外編)、 宮ノ脇遺跡 ―第

4次発掘調査報告―、郡山市埋蔵文化財分布調査報告 7、 郡山東部23、 小泉山田A遺

跡 0山田B遺跡、清水内遺跡 -6・ 809区調査報告―第2冊、第6回市内遺跡発掘調査

成果展

いわき市教育文化事業団 年報 10、 中山館跡Ⅲ区、自岩堀ノ内遺跡、下川子田横穴

群、上ノ台遺跡、連郷 B遺跡、根岸遺跡

笹山原遺跡群発掘調査報告書3
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【茨城県  08」

(財)茨城県教育財団

ひたちなか市埋蔵文化財調査センター

(財 )ひたちなか市文化・スポーツ振興公社

土浦市教育委員会

上高津貝塚ふるさと歴史の広場

【栃木県  θ9」

(財)栃木県文化振興事業団

(財)と ちぎ生涯学習文化財団

栃木県教育委員会

小山市教育委員会

佐野市教育委員会

足利市教育委員会

r群馬県 70」
(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団

高崎市教育委員会

群馬県立歴史博物館

r埼玉県  77」
(財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団

埼玉県立埋蔵文化財センター

所沢市立埋蔵文化財調査センター

川本町教育委員会

飯能市教育委員会

鶴ヶ島市教育委員会

春 日部市教育委員会

研究ノー ト9号、年報 19

ひたちなか埋文だより第10号～第12号、ひたちなか埋文だより第9号、三反田蜆

塚貝塚、八幡ノ上遺跡発掘調査報告書

フィール ドノー トvol.12、 見てみよう聞いてみよう!そ の7、 武田石高遺跡 ―奈良・

平安時代編 、船窪Ⅲ

権現前遺跡

古代霞ヶ浦事情 ―常陸国府とその周辺 、上高津貝塚E地点、上高津貝塚ふるさと

歴史の広場年報 第6号、常設展示図録、弥生から古墳ヘ ー時代の終わりとはじま

リー

研究紀要 第8号、栃木県埋蔵文化財地図、やまかいどうNo.24、 辻の内遺跡。柿の

内遺跡、下古館遺跡、杉村北遺跡、多功南原遺跡 ―奈良・平安時代編 、那須官衛関

連遺跡Ⅵ、那須官衛関連遺跡発掘調査報告書Ⅱ、御霊前遺跡 I(第一分冊)、 御霊

前遺跡 I(第二分冊)、 小丸山北遺跡・山苗代A遺跡、西物井遺跡、成願寺遺跡、伊

勢崎Ⅱ遺跡 (旧 石器・縄文・弥生時代編)、 杉村 0磯 岡・磯岡北

埋蔵文化財センター年報 第10号 (平成12年度)、 やまかいどうNo.25～No.26

栃木県埋蔵文化財保護行政年報22-平成10年度―

小山の文化財 第12号、小山市文化財保護調査年報 5、 留ノ台 I、 留ノ台Ⅱ、小山添

遺跡

佐野城跡 (春 日岡城)、 四ツ道北遺跡 10下林遺跡 I

春日遺跡第1次発掘調査報告書、中日向13号墳発掘調査報告書、高松遺跡第二次

発掘調査報告書、平成8年度文化財保護年報、平成九年度文化財保護年報、小俣川

沿岸遺跡群発掘調査報告書、南大町遺跡大次発掘調査報告書、平成10年度文化財

保護年報

遺跡に学ぶ 第14号、研究紀要 18、 年報 19、 自井北中道Ⅱ遺跡・吹屋犬子塚遺跡・

吹屋中原遺跡 第2冊、田篠塚原遺跡・福島駒形遺跡・福島鹿嶋下遺跡・福島椿森遺

跡、東長岡井戸口遺跡、三ツ子沢中遺跡、三ツ木皿沼遺跡、高浜向原遺跡・神戸宮

山遺跡・神戸岩下遺跡、甘楽条里遺跡 0福島椿森遺跡、乗附長坂遺跡・乗附中原遺

跡、自井北中道遺跡

新編高崎市史 資料編2・ 資料編3

群馬県立歴史博物館紀要 第21号、群馬県立歴史博物館資料目録 民俗 Ⅱ

年報20、 向原/相野谷、長沖古墳群、道合中/光明寺、道合高木前遺跡、戸張/中

原、与野東遺跡、稲荷台遺跡、天神東遺跡、如意/如意南、浜平岩陰/入波沢西/
入波沢東、太田貝塚、築道下遺跡Ⅲ、築道下遺跡Ⅳ、小沼耕地遺跡Ⅱ、上敷免北遺

跡、金井遺跡B区Ⅱ、宮西遺跡、熊野/新田、上ノ宮遺跡、深作稲荷台遺跡、石神貝

塚、下野田本村遺跡、海老島遺跡、堀東/城西Ⅱ

埋文さいたま 第35号

所沢市立埋蔵文化財調査センター年報No.5、 市内遺跡調査報告 6、 東の上遺跡

―第33次調査 、海谷遺跡 ―第10次調査・遺構編―

百済木 くだらぎ―

飯能の遺跡 (28)、 飯能の遺跡 (29)、 大河原森下遺跡第1次調査

お寺山遺跡0地点・内野氏屋敷発掘調査報告書、鶴ヶ島中学西遺跡第3次調査発掘

調査報告書

花積台耕地遺跡4次、浜川戸遺跡11次、花積台耕地遺跡2次、大道東遺跡、立山遺

跡2次・浜川戸遺跡 15、 22、 23次・小渕山下北遺跡3次・塚内15号墳
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さいたま川の博物館

r千葉県  72」
(財 )印椿郡市文化財センター

(財 )山武郡市文化財センター

(財 )市原市文化財センター

(財 )香取郡市文化財センター

(財 )東総文化財センター

(財)千葉県文化財センター

(財 )総南文化財センター

市川市教育委員会

野田市教育委員会

市原市教育委員会

銚子市教育委員会

芝山町教育委員会

国立歴史民俗博物館

千葉市立加曽利貝塚博物館

東邦考古学研究会

山武考古学研究所

【東万訂着F  73」

(財 )東京都生涯学習文化財団

宮内庁

文化庁

文京区教育委員会

北区教育委員会

葛飾区教育委員会

調布市郷土博物館

港区立港郷土資料館

明治大学考古学博物館

東京都立大学人文学部考古学研究室

青山学院大学文学部史学研究室

かわはくNo.8、 青ロネ申

フィール ドブックvol.2～ vol.7、 財団法人印格郡市文化財センター年報15-平成

10年度―～年報16-平成11年度―、大竹林畑遺跡、成田ビューカントリー倶楽部造

成地内埋蔵文化財調査報告書 (3)、 大竹林畑遺跡、中沢野馬木戸遺跡、坂戸念仏塚

西遺跡、吉見台遺跡A地点、天神台遺跡、萩原株木遺跡、萩原長原遺跡・格谷塚群、

榎戸小富遺跡、折立遺跡、岩富榎戸遺跡、向新田遺跡、吉見城跡、大畑 13遺跡

小野山田遺跡群 I―鉢ヶ谷遺跡―

市原市文化財センター年報 ―平成8年度―～ 一平成9年度 、埋文いちはら6～ 10、 能

満上細工多遺跡・能満上新関遺跡・能満番面台遺跡・能満旧三山塚、市原市北野原

遺跡、市原市小鳥向遺跡、市原市片又木遺跡Ⅱ、市原市姉崎東原遺跡 C地点 (2)、

市原市畑木小谷遺跡 0椎津茶ノ木遺跡 (第2次 )

事業報告Ⅸ ―平成10年度 、織幡ササノ倉遺跡 I、 仲台遺跡、竜谷城跡 I、 地々免遺

跡 ―遺構編―、堀込Ⅱ遺跡、多古台遺跡群 I、 向井内遺跡、中内原遺跡・北の内遺跡、

青山甚太山遺跡

東総文化財センター年報 5、 夏台遺跡、篠本城跡・城山遺跡

千葉県文化財センター年報 No.24～ No.25、 房総の文化財vol。 21～ vol.23

総南文化財センター年報 No。 11

東山王貝塚・イゴ塚貝塚、平成11年度市川市内遺跡発掘調査報告

のだ文化財だより第 12号、平成11年度野田市内遺跡発掘調査報告

平成11年度市原市内発掘調査報告

粟島台遺跡

平成11年度芝山町内遺跡発掘調査報告書

国立歴史民俗博物館研究年報 8、 国立歴史民俗博物館研究報告 第83集～第85集

不知火の海と貝塚

東邦考古24

山武考古学研究所年報No。 18         ‐

たまのよこやまNo。49～No.51、 資料目録 11、 東京都埋蔵文化財センター研究論

集XⅧ、東京都埋蔵文化財センター年報20、 汐留遺跡、汐留遺跡Ⅱ、多摩ニュータ

ウン遺跡 ―No。 2470248遺 跡―、多摩ニュータウン遺跡 ―No。 939遺跡Ⅱ―、多摩

ニュータウン遺跡 ―No.339遺跡 、美山町赤根遺跡 (C地区)、 多摩ニュータウン遺

跡、多摩ニュータウン遺跡、尾張藩上屋敷跡遺跡発掘調査報告書 V、 多摩ニュー

タウン遺跡、代継・富士見台・西龍ヶ崎遺跡、川口町十内入東遺跡、多摩ニュータ

ウン遺跡 ―No.520遺 跡 、八王子市No.396遺 跡

書陵部紀要 第51号、平成7年度陵墓関係調査概要、平成8年度陵墓関係調査概要

ほか

埋蔵文化財の本発掘調査に関する積算標準について僻艮告)

平成11年度 文京区の文化財

赤羽台遺跡、中里貝塚2、 中里貝塚、御殿前遺跡Ⅳ、中里峡上遺跡Ⅱ・田端西台通遺

跡Ⅳ・田端不動坂遺跡Ⅳ・田端町遺跡Ⅱ

古録天東遺跡 V、 平成10年度 葛飾区埋蔵文化財調査年報、立石遺跡Ⅵ、立石遺

跡IIl

郷土博物館だよりNo.58、 市川鉄娘展、調布の文化財 第28号

江戸前の海民 ―芝・金杉浦の記憶―、港郷土資料館館報 -17-、 港区文化財調査集録

第5集、資料館だより第42号、台場 ―内海御台場の構造と築造―

明治大学博物館図書目録 第2号、明治大学博物館図書目録 第3号

人類誌情報2000

青山史学 第十八号
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早稲田大学図書館

都立学校遺跡調査会

【神奈ノ′ノ県  アイ」
横須賀市教育委員会

平塚市教育委員会

藤沢市教育委員会

平塚市真田・北金目遺跡調査会

r富山県  7ω
(財)富山県文化振興財団

富山県埋蔵文化財センター

大島町教育委員会

大門町教育委員会

″ワノノ県 77」
金沢市埋蔵文化財センター

七尾市教育委員会

金沢大学文学部考古学研究室

金沢大学資料館

r福井県  78」
福井市教育委員会

rJり舅ゼ舅尋  79」

山梨県埋蔵文化財センター

釈迦堂遺跡博物館

r長野県 2o」
(財 )長野県埋蔵文化財センター

上田市教育委員会

辰野町教育委員会

松本市立考古博物館

長野県立歴史館

r岐卓県 27」
(財 )岐阜県文化財保護センター

古代107号～108号、弥生時代の早稲田ムラ

日影町遺跡Ⅲ l

埋蔵文化財発掘調査概報集Ⅷ、内原遺跡

構之内遺跡発掘調査報告書、梶谷原A遺跡他

藤沢市文化財調査報告書第35集

平塚市真田・JL金 目遺跡群発掘調査報告書2

永代遺跡発掘調査レポー ト、富山考古学研究 第3号、埋蔵文化財調査概要 ―平成

11年度 、埋蔵文化財年報 (11)―平成11年度―、開ほつ大滝遺跡・地崎遺跡発掘調

査報告、北陸新幹線関係埋蔵文化財包蔵地調査報告

縄文練乱 ―信越の花形土器たち一、富山県埋蔵文化財センター年報 ―平成10年度―、

埋文とやま 第71号～第74号

水上・本開発遺跡、八塚 C遺跡

二口油免遺跡 B地区発掘調査報告、二口油免遺跡発掘調査概要、本田宮田遺跡発

掘調査報告、二口遺跡発掘調査報告 (2)、 二口油免遺跡第Ⅱ次発掘調査概報、安吉

遺跡発掘調査報告、大門町布目沢地区埋蔵文化財発掘調査報告、二口油免遺跡第

Ⅲ次A地区発掘調査概報

金沢市内遺跡発掘調査報告書 I、 正部・薬師遺跡、戸水大西遺跡 I、 金沢市田上本

町遺跡、田上西遺跡、神野遺跡 I、 打木町東遺跡、上荒屋遺跡Ⅳ、平成11年度金沢

市埋蔵文化財調査年報

能登国分寺跡発掘調査報告書

金沢大学考古学紀要 第25号

金沢大学資料館だよりNo.16

高柳遺跡、清水古墳群、鎗噛山城跡、福井市三尾野古墳群発掘調査報告書

研究紀要 16、 年報16-平成11年度 、埋文やまなし第6号～第7号、油田遺跡、大師

東丹保遺跡Ⅱ・Ⅲ区、大師東丹保遺跡Ⅳ区、酒呑場遺跡 (遺構編―前編)、 大月遺跡第

7・ 8次調査、南西田遺跡・西林遺跡。四ツ塚古墳群、南大浜遺跡、富士見一丁目遺

跡、長峰砦跡、酒呑場遺跡 (遺構編―後編)、 桂野遺跡 (第 1～ 3次)・ 西馬鞭遺跡、大月

遺跡 (第 10次調査)、 横針前久遺跡・米山遺跡・横針中山遺跡、石橋北屋敷遺跡、安

楽寺東遺跡、諏訪尻遺跡、宮沢中村遺跡、岩清水遺跡、二本柳遺跡、塩瀬下原遺跡

釈迦堂ニュース6～ 7、 土偶 ―森の女神に秘められた縄文の願い―

長野県埋蔵文化財センター紀要7～ 8、 長野県埋蔵文化財センター年報15～ 16、

国道403号土ロバイパス埋蔵文化財発掘調査報告書

宮原遺跡Ⅱ、下田町遺跡Ⅱ、平成11年度市内遺跡発掘調査報告書

堀の内居館跡

平瀬遺跡Ⅱ、砂原遺跡Ⅱ、竹渕南原遺跡Ⅱ、芝沢遺跡 I・ Ⅱ・南栗遺跡Ⅳ・V、 大輔

原遺跡、出川南遺跡Ⅵ、出川南遺跡Ⅸ、平成10011年度試掘調査報告書

長野県立歴史館たよりvol。22春号～vol.25冬 号

きずな 第28号～第30号、南高野古墳・ニノ井遺跡・市場遺跡、船山北古墳群・船山

北古窯跡群・船山北遺跡、いんべ遺跡、高畑遺跡、岩井谷遺跡、上ヶ平遺跡 I、 岩垣

内遺跡、戸入村平遺跡Ⅱ04ヽ谷戸遺跡、砂行遺跡、野笹遺跡Ⅱ
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各務原市埋蔵文化財調査センター

(財)岐阜市教育文化振興事業団

宮川村教育委員会

rFI岡県 22」
(財 )静岡県埋蔵文化財調査研究所

磐田市埋蔵文化財センター

伊東市教育委員会

【愛,肛
「県  23」

(財)愛知県埋蔵文化財センター

(財 )瀬戸市埋蔵文化財センター

南山大学人類学博物館

安城市歴史博物館

名古屋市見晴台考古資料館

豊田市郷土資料館

名古屋大学文学部考古学研究室

【二重県  ″」
三重県埋蔵文化財センター

津市埋蔵文化財センター

鈴鹿市教育委員会

上野市教育委員会

上野市遺跡調査会

鈴鹿市考古博物館

r滋賀県 25」
滋賀県埋蔵文化財センター

(財)栗東町文化体育振興事業団

能登川町埋蔵文化財センター

滋賀県教育委員会

かかみがはらの埋文 第8号、各務原市文化財年報 10、 平成10年度各務原市市内遺

跡発掘調査報告書

平成 10・ 11年度岐阜市市内遺跡発掘調査報告書、千畳敷Ⅲ、下西郷一本松遺跡、

岐阜城千畳敷遺跡井戸復元整備報告書、城之内遺跡 (2分冊)

塩屋金清神社 B地点発掘調査報告書、家ノ下遺跡発掘調査報告書、宮ノ前遺跡発

掘調査報告書、杉原瑞穂遺跡発掘調査報告書

研究所報No.84～ No。 88、 静岡0清水平野の埋没古環境情報、静岡県埋蔵文化財調

査研究所年報 16、 川合遺跡志保田地区、静清バイパス総括編、元島遺跡 I、 元島遺

跡 I(遺物考察編 中世)、 押出シ遺跡 (遺物編)、 恒武西宮・西浦遺跡、池田B遺跡、

大谷横穴群

河原遺跡、大宝院廃寺遺跡 ―第10011次発掘調査報告書 、平成11年度大土居古墳

群 0匂坂上10遺跡

桜田遺跡

まいぶん愛知No.60～No.63

(財 )瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀要 第8輯、平成11年度瀬戸市埋蔵文化財

センター年報、列島に華開く大窯製品 ―西日本の様相 、市内遺跡調査報告Ⅱ

展示品目録 1

安城市歴史博物館常設展示案内、顔のメッセージ、弥生の絵画 倭人の顔 ―描か

れた2000年前の世界一

なごや考古年表Ⅱ、下水道工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書、見晴台教室
′
99、 尾張元興寺跡 ―第7次発掘調査の概要 、尾張元興寺跡第8次発掘調査報告書、

名古屋市見晴台考古資料館年報 17、 名古屋市見晴台考古資料館研究紀要第2号、

埋蔵文化財発掘調査報告書33、 埋蔵文化財発掘調査報告書34、 埋蔵文化財発掘

調査報告書35

しりょうかんだよりNo.1、 豊田市郷土資料館だよりNo。 31～ No.35、 岩長遺跡

考古資料ソフテックス写真集 第15集、名古屋大学文学部研究論集137

みえNo.29～ No。 31、 作る・造る・創る 一二重の生産遺跡―

埋文センターニュース 第11号～第12号、垂水A遺跡発掘調査報告、石切山遺跡

(第 1次・第2次)発掘調査報告、垂水城跡発掘調査報告

伊勢国府跡、伊勢国府跡 2、 岸岡山Ⅲ遺跡

上野市埋蔵文化財年報6

中谷1号墳。中谷委発掘調査報告、上野城跡 (2次 )発掘調査報告

摺絵 ―型紙とやきもの一、石と人のくらし―美しさと機能をもとめて一、誕生 ―縄文

時代の母と子―、鈴鹿市考古博物館年報 第1号

滋賀埋文ニュースNo。233号～No.247号、近江の鉄と銅 ―ひとつ目のカミの呪カー

栗東町埋蔵文化財発掘調査1998年度年報、栗東町埋蔵文化財発掘調査資料集

1983年度

能登川町埋蔵文化財調査報告書第49集

20世紀近江発掘ベス ト10、 いにしえの近江再発見、上鈎遺跡、木曽遺跡、法光寺

遺跡、観音寺城下町遺跡・上出B遺跡 0老蘇遺跡、川合寺遺跡・建部下野遺跡、本曽

遺跡、円城寺南遺跡、上出A遺跡・上出B遺跡、長野遺跡Ⅱ、西河原宮ノ内遺跡Ⅱ、

柿田遺跡 0東上坂遺跡、観音寺城跡、近江国府跡Ⅱ、襟遺跡、上平寺南館遺跡、屋中

寺廃寺、粟津湖底遺跡 自然流路 (粟津湖底遺跡Ⅲ)、 粟津湖底遺跡 予備調査 0南調

査区 (粟津湖底遺跡Ⅳ)、 山賀遺跡
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大津市教育委員会

滋賀県立安土城考古博物館

滋賀県立琵琶湖博物館

秦荘町歴史文化資料館

滋賀県安土城郭調査研究所

滋賀県立大学人間文化学部考古学研究室

坂田郡社会教育研究会文化財部会

【京都府  2δJ

(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター

(財)京都市埋蔵文化財研究所

京都市埋蔵文化財調査センター

(財 )向 日市埋蔵文化財センター

綾部市教育委員会

京田辺市教育委員会

園部文化博物館

綾部市資料館

立命館大学文学部考古学コース

京都橘女子大学

(株)京都科学

伏 餃府 27」

(財)東大阪市文化財協会

(財 )八尾市文化財調査研究会

(財 )枚方市文化財研究調査会

高槻市立埋蔵文化財調査センター

堺市立埋蔵文化財センター

(財 )大阪府文化財調査研究センター

坂本遺跡発掘調査報告書、北山田遺跡発掘調査報告書、史跡衣川廃寺跡整備事業

報告書

おおてみち 第31号～34号

うみんど第 14号～第 17号

秦荘町・町内遺跡発掘調査報告書Ⅳ、金剛輪寺遺跡発掘調査報告書Ⅱ、安孫子北

遺跡、町内遺跡発掘調査報告 V、 金剛輪寺遺跡発掘調査報告書Ⅲ

滋賀県安土城郭調査研究所年報1999年度

人間文化 第8号～第9号

佐加太 第13号

京都府埋蔵文化財情報 第75号～78号

研究紀要 第6号、平成10年度京都市埋蔵文化財調査概要

京都市内遺跡試掘調査概報 ―平成11年度―、京都市内遺跡発掘調査概報 一平成 11

年度―、京都市内遺跡立会調査概報 ―平成11年度―

向日市埋蔵文化財調査報告書 第50集、都城 10～都城 12、 長岡京跡ほか、芝ヶ本

遺跡

綾部市文化財調査報告 第25集～第27集

稲葉遺跡第4次発掘調査概報、二又遺跡・三山木遺跡発掘調査概報、薪遺跡発掘調

査概報、新田遺跡第7次発掘調査概報

発掘された埋蔵銭 ―中世の出土銭・銭の力 銭への想い一

綾部市資料館報 ―平成7年度―～ ―平成9年度―、名探偵登場、色、DUST BOX
長野市宮崎遺跡

Tachibana Being第 17号～第 18号、文化財学科ニューズ 0レ ターNo.4

ミュージアムワークスvol.7～ vol.8

ビル建設に伴う宮ノ下遺跡第3次発掘調査報告書、瓜生堂・若江北・山賀遺跡発掘

調査報告書、貝花遺跡第3次発掘調査報告書、岩滝山遺跡第6次発掘調査報告書、

鬼虎川遺跡第25次発掘調査報告、鬼虎川遺跡第42次発掘調査報告、鬼虎川遺跡

北部の中・近世耕作地跡、若江遺跡第65次発掘調査報告、神並遺跡発掘調査報告

集、水走遺跡第4次発掘調査報告、西ノ辻遺跡 ―第5次発掘調査概要報告書―、西ノ

辻遺跡第17次発掘調査報告書、西ノ辻遺跡第32次発掘調査報告、西堤遺跡第5次

発掘調査報告書、東大阪市下水道事業関係発掘調査概要報告、馬場川遺跡発掘調

査報告書

平成11年度 (財)八尾市文化財調査研究会事業報告、財団法人八尾市文化財調査

研究会報告64～ 66

ひらかた文化財だより第42号～第43号、継体大王とその時代、研究紀要 第5集

高槻市文化財年報 平成10年度、史跡。今城塚古墳 ―平成10年度第2次規模確認調

査―、史跡。今城塚古墳 ―平成11年度規模確認調査―、嶋上遺跡群24、 安満宮山古墳

堺市文化財調査概要報告 第84冊～第90冊

河内平野遺跡群の動態Ⅶ、河内平野遺跡群の動態Ⅷ、大阪府文化財調査研究セン

ター年報 ―平成11年度―、大阪府埋蔵文化財研究会 (第41回)資料、大阪府埋蔵文

化財研究会 (第42回)資料、大阪文化財研究 第17号～第18号、大文研通信No.14

～No。 17、 丹上遺跡 (そ の7)0観音寺遺跡 (その3)、 池島・福万寺遺跡発掘調査概要

XⅣ、池島・福万寺遺跡発掘調査概要XⅧ、池島・福万寺遺跡発掘調査概要XX、 池

島0福万寺遺跡発掘調査概要XXI、 池島・福万寺遺跡発掘調査概要XXⅡ、難波

宮跡北西の発掘調査、日根野遺跡、真福寺遺跡、東奈良遺跡、観音寺遺跡、駒ヶ谷

遺跡、井関・亀川遺跡発掘調査報告書、久保田遺跡発掘調査報告書、池島・福万寺

遺跡 1、 溝咋遺跡、溝咋遺跡 (その3・ 4)、 河原城遺跡 I、 大和川今池遺跡 (その10そ

の2)、 佐保栗栖山砦跡、椋谷石切場跡
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豊中市教育委員会

枚方市教育委員会

羽曳野市教育委員会

富田林市教育委員会

貝塚市教育委員会

泉南市教育委員会

吹田市教育委員会

大阪府立近つ飛鳥博物館

大阪市立博物館

吹田市立博物館

八尾市立歴史民俗資料館

大阪大学考古学研究室

【兵涯言県  28」

兵庫県教育庁埋蔵文化財調査事務所

妙見山麓遺跡調査会

神戸市教育委員会

姫路市教育委員会

三田市教育委員会

尼崎市教育委員会

姫路市立城郭研究室

加東郡教育委員会

中町教育委員会

神戸市立博物館

兵庫県立歴史博物館

赤穂市立歴史博物館

播磨町郷土資料館

(財 )辰馬考古資料館

r奈良 県  29」
奈良国立文化財研究所

文化財ニュース豊中No。 27、 荘園物語 ―遠くて身近な中世の豊中―、上津島遺跡

枚方市埋蔵文化財発掘調査概要1999

古市遺跡群XXI、 羽曳野市内遺跡調査報告書 ―平成8年度―

喜志南遺跡、佐備川西岸遺跡、中野北遺跡Ⅲ、中野北遺跡Ⅱ、平成11年度富田林市

内遺跡群発掘調査報告書

貝塚寺内町遺跡発掘調査概要、東遺跡Ⅱ・新井ノ池遺跡発掘調査概要、海塚遺跡

発掘調査概要

泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅥ、泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅦ

平成11年度埋蔵文化財緊急発掘調査概報

「古墳 0飛鳥人になりきってみよう」実施報告書、大阪府立近つ飛鳥博物館 館報 5、

博物館だよリーアスカディア・古墳の森vol.12～vol.13、 発掘速報展大阪2001-難

波宮と大坂城 、残されたキャンバス ー装飾古墳と壁画古墳

大阪市立博物館報No。 39

むかしのくらしと学校:収蔵品展 ―受け継がれてきた吹田の文化財 、吹田市文化

財ニュースNo.21、 農耕の風景 ―摂津の四季耕作図―、博物館だよりNo。 14～No.15

研究紀要 第11号、辻合喜代太郎氏収集染織資料調査報告書、八尾市立歴史民俗

資料館報 ―平成9010年度 、高田家文書 (近世分)目 録

今里大塚古墳第3次調査概要・井ノ内車塚古墳第3次調査概要、昼飯大塚古墳V
第6次調査

ひょうどの遺跡 第35号～第38号、吉田南遺跡 (足 田地区)・ 北王子遺跡、勝雄経

塚、砂入遺跡、北摂ニュータウン内遺跡調査報告書 V、 三田城跡発掘調査報告、高

畑町遺跡 (Ⅲ )、 明石城跡Ⅲ、袴狭遺跡、北摂ニュータウン内遺跡発掘調査報告書

Ⅵ、波毛遺跡・り|1添遺跡、外野波豆遺跡・外野柳遺跡発掘調査報告書、表山遺跡・池

ノ内群集墳

大和川流域の遺跡群 I、 大和川流域の遺跡群Ⅱ

ゆの山御てん、祇園遺跡 第5次発掘調査報告書、玉津田中遺跡発掘調査報告書、

御蔵遺跡 ―第8・ 9010次調査 、若松町遺跡、勝雄遺跡 I、 色彩の考古学 ―「もの」か

ら見た歴史の色―、神戸の古墳、南僧尾、自水遺跡第30607次・高津橋大塚遺跡第10

2次発掘調査報告書、平成5～8年度神戸市遺跡現地説明会資料、平成9・ 10年度神

戸市遺跡現地説明会資料、平成9年度神戸市埋蔵文化財年報

姫路市埋蔵文化財調査略報 ―平成10年度―

三田文化財情報平成11年度合冊号、三田焼の研究 小西家寄贈土型資料調査報告

書―

尼崎市埋蔵文化財調査年報 平成7年度 (1)、 尼崎市内遺跡復旧・復興事業に伴う

発掘調査

城郭研究室年報vol。9

北野・黒深遺跡・北野・神田木遺跡、埋蔵文化財調査年報 -1999年度―

西安田長野遺跡群調査報告 (Ⅱ )、 巨大石室墳を掘る、思い出遺跡群Ⅱ、安坂・城の

堀遺跡Ⅱ、曽賀井。野入遺跡 I・ 多■寺遺跡Ⅲ

研究紀要 第16号、博物館だよりNo.68～ No。 71

兵庫歴博ニュースNo。 70～ No。 71

おもちゃde忠臣蔵、坂越の船祭 り

館報vol.11-平成11年度 、埋もれた兵庫の遺宝

考古学研究紀要 3、 古鏡の世界、銅鐸 0銅剣 0銅矛

信仰関連遺跡調査課程テキス ト、埋蔵文化財ニュースNo。 92-遺跡整備関連文献

目録一、埋蔵文化財ニュースNo.93-出土有機質遺物保存処理の最近の動向―、埋蔵

文化財ニュースNo。 94-遺跡復元整備事例集Ⅱ―、埋蔵文化財ニュースNo。 95-環
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桜井市立埋蔵文化財センター

田原本町教育委員会

榛原町教育委員会

川西町教育委員会

奈良大学文学部考古学研究室

天理大学文学部考古学研究室

天理大学附属天理参考館

r和歌山県 θω

(財)禾口歌山市文化体育振興事業団

f鳥取県 37」
(財 )鳥取県教育文化財団

(財 )米子市教育文化事業団

(財 )鳥取市文化財団

倉吉市教育委員会

鳥取県教育委員会

北条町教育委員会

淀江町教育委員会

大山町教育委員会

大山スイス村埋蔵文化財調査団

【島根県  32」

島根県埋蔵文化財調査センター

松江市教育委員会

安来市教育委員会

出雲市教育委員会

頓原町教育委員会

境考古学 1-、 埋蔵文化財ニュースNo.96-1998年度埋蔵文化財関係統計資料―、埋

蔵文化財ニュースNo。 97、 埋蔵文化財ニュースNo。 98-遺跡探査実態調査―、埋蔵

文化財ニュースNo.99-年輪年代法の最新情報―、埋蔵文化財ニュースNo。 100-最

近の調査研究成果 、埋蔵文化財ニュースNo。 101-古代地方官衛遺跡関係文献目

録Ⅳ 、埋蔵文化財ニュースNo。 102-埋蔵文化財写真業務実態調査の結果 (2000

年版)―、埋蔵文化財ニュースNo.103-1999年 度埋蔵文化財関係統計資料―、埋蔵

文化財ニュースNo。 104-「遺跡学をめざした遺跡の保存と活用に関する研究集

会―、山内清男考古資料 11・ 12

桜井市内埋蔵文化財1999年度発掘調査報告書 1、 大和の縄文時代 ―奈良分地の狩

人たちの足跡―、三輪山周辺の考古学

田原本2000発掘速報展vol.4、 田原本町埋蔵文化財調査年報9-1999年度―

榛原町埋蔵文化財発掘調査概要報告書1998年度

島の山古墳

文化財学報 第十七集～第十八集

考古学と民俗学のふれあい、古事 第4冊

天理参考館報 第 13号

史跡和歌山城第 19次発掘調査概報、高井遺跡第2次発掘調査概報

岡益廃寺、年報 -199)、 古市遺跡群2、 越敷山遺跡群 ―荻名第3遺跡―、島古墳群。米

里三ノ寄遺跡・北尾釜谷遺跡、小浜千速遺跡・石脇第3遺跡森末地区 2区・3区「、長

谷古墳群 0長和瀬谷田遺跡、青谷上寺地遺跡 1、 青谷上寺地遺跡2

石州府古墳群発掘調査報告書、日下古墳群発掘調査報告書、米子城跡2、 陰田宮の

谷遺跡4区 05区、米子城跡 第27次調査、青木稲場遺跡・福市遺跡 (大成地区)、 米子

城跡 第29次調査、福市四ツ塚谷横穴墓

円護寺坂ノ下遺跡、秋里遺跡、滝山猿懸平墳墓群、平成11年度鳥取市内遺跡発掘

調査概要報告書

高峰遺跡・矢内谷峰遺跡発掘調査報告書、若林遺跡発掘調査報告書、クズマ遺跡

第2次発掘調査報告書、福田寺遺跡第発掘調査報告書

むきばんだ 弥生だよりNo.1、 むきばんだをみんなで楽しもう

町内遺跡発掘調査報告書 第9集

妻木晩田遺跡

東黒牧上野遺跡G地区発掘調査概要

妻木晩田遺跡発掘調査報告

かんどの流れ 第6号、かんどの流れ 特別号、ドキ土器まいぶんNo。 9～ No。 12、 益

田養護学校建設 に伴 う大畑遺跡発掘調査報告、斐伊川放水路発掘物語

PART6、 平成11年度隠岐空港発掘だより増刊、埋蔵文化財調査センター年報Ⅷ―

平成11年度―、神主城跡・室崎商店裏遺跡・古八幡付近遺跡・横路古墓、社日古墳、

下山遺跡 (1)、 神原 I遺跡・神原Ⅱ遺跡、勝負廻 I遺跡・白石大谷Ⅱ遺跡。シトギ免

遺跡。野津原Ⅱ遺跡・山守免遺跡・石地蔵遺跡、野津原Ⅱ遺跡 (西 区)・ 女夫岩遺跡

西遺跡・城山遺跡、西川津遺跡Ⅶ、三田谷 I遺跡 (vol.2)、 三田谷 I遺跡 (vol.3)、 三

田谷Ⅲ遺跡

九日田遺跡発掘調査報告書

岩屋遺跡、長曽土墳墓群。勿J畑 1号墳、潜戸谷遺跡

光明寺3号墓・4号墳、高岡遺跡、三田谷 I遺跡、出雲市埋蔵文化財発掘調査報告書

第10集、西谷墳墓群、西谷墳墓群 ―平成 10年度発掘調査報告書―、浅柄遺跡、田畑

遺跡、斐伊川放水路建設予定地内発掘調査報告書 I、 小山遺跡

弓谷たたら
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島根県立八雲立つ風土記の丘資料館

島根大学埋蔵文化財調査研究センター

【岡山県  33」

岡山県古代吉備文化財センター

津山弥生の里文化財センター

岡山市埋蔵文化財センター

岡山県教育委員会

井原市教育委員会

久世町教育委員会

鏡野町教育委員会

奥津町教育委員会

勝北町教育委員会

勝田町教育委員会

津山郷土博物館

倉敷市立自然史博物館

岡山県立美術館

岡山県立吉備路郷土館

岡山大学埋蔵文化財調査研究センタ

岡山理科大学 自然科学研究所

岡山理科大学

倉敷市史研究会

岡山県遺跡保護調査団事務局

高梁川の水と緑を守る会

倉敷の自然をまもる会

【広島県  解」
(財 )広島県埋蔵文化財調査センター

(財)東広島市教育文化振興事業団

(財 )広島市文化財団

広島県教育委員会

府中市教育委員会

福山市教育委員会

庄原市教育委員会

尾道市教育委員会

あなたの古代出雲は ?― そして21世紀ヘー、八雲立つ風土記の丘No.160～
No.164

島根大学構内遺跡第 2・ 4・ 8次調査 (諸田地区1・ 203)

所報吉備 第28号～第29号、北方地蔵遺跡20北方薮ノ内遺跡、高塚遺跡・三手遺跡

2、 津島遺跡 2、 加茂東廃寺

津山弥生の里 第7号、日上小深田遺跡、田邑丸山古墳群・田邑丸山遺跡、二宮岡東

遺跡、押入兼田遺跡

岡山市埋蔵文化財調査の概要 -1998年 度―、岡山市立旭東幼稚園旧園舎復元報告

書、造山第2号古墳、大供中道遺跡発掘調査概報、備中高松城三の丸跡発掘調査概

報

岡山県埋蔵文化財報告30

井原市の文化財

五反廃寺

葡萄田頭遺跡・槙之木崎古墳、薬師前遺跡、赤崎古墳

杉遺跡

西村古墳群

石ヶ坪遺跡

国分寺 ―天平時代の国家と仏教―、津山城だよりNo。 3、 博物館だよりNo.26～

No.29、 津山松平藩町奉行 日記八

自然史博物館だよりNo。 37～ No。 41、 倉敷市立自然史博物館研究報告 第15号、倉

敷市立自然史博物館報7(平成7～ 8年度)、 倉敷市立自然史博物館報8(平成9～ 10

年度)、 宇野確雄植物コレクション(9)

美術館ニュースNo.48～N6.51

吉備路郷土館だよりNo。 23

岡山大学構内遺跡調査研究年報17-1999年度―、岡山大学埋蔵文化財調査研究セ

ンター自己評価・外部評価報告書、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第

23号～第25号、福呂遺跡1-第 1・ 2次調査―

自然科学研究所研究報告 第25号

岡山理科大学紀要 第35号 A、 岡山理科大学紀要 第35号 B、 備前焼を科学する
―窯はなぜ移動したか―

新修倉敷市史 第3巻近世 (上 )、 倉敷の歴史 ―倉敷市史紀要―第10号

調査団ニュース 第18号

高梁川流域の自然 第21号

倉敷の自然 第70号

ひろしまの遺跡 第81号～第83号、研究輯録 X、 年報16-平成11年度―、7中 田1号遺

跡発掘調査報告書、亀ノ尾第1号古墳発掘調査報告書、福富中学校裏古墳発掘調

査報告書、迫田山遺跡発掘調査報告書、坂中組遺跡

阿岐のまほろばvol。 16～ vol。 19、 文化財論究第1集、山崎2号遺跡発掘調査報告

書、上私遺跡・荒谷土居屋敷遺跡発掘調査報告書、史跡安芸国分寺跡発掘調査報

告書Ⅱ、西本6号遺跡発掘調査報告書 1

平成11年度事業記録集、弥生ムラ誕生 一大開拓時代のひろしま一、歴史の扉 第7

号、大町七九谷遺跡群、長尾遺跡

いぶきNo.26～ No。 28、 吉川元春館跡 ―第5次発掘調査概要―

府中市内遺跡5

新立古墳、早戸東古墳

唐櫃古墳、和田原 C地点遺跡発掘調査報告書、妙見山遺跡、郡原遺跡 0永瀬遺跡

尾道遺跡 ―市街地発掘調査概要-1998、 大想田山古墳
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三原市教育委員会

広島県立歴史民俗資料館

広島大学文学部考古学研究室

r山口県 35J
山口県埋蔵文化財センター

下関市教育委員会

下関市立考古博物館

r徳島県 36」
(財)徳島県埋蔵文化財センター

徳島市教育委員会

徳島県教育委員会

三好町教育委員会

r香ノ′ノ県 37」
(財 )香川県埋蔵文化財調査センター

高松市教育委員会

三木町教育委員会

綾南町教育委員会

高松市歴史資料館

【愛勁野舅壽  38」
(財)愛媛県埋蔵文化財調査センター

(財)松山市生涯学習振興財団

今治市教育委員会

八幡浜市教育委員会

大西町教育委員会

松山市考古館

【高畑県  39」

高知県教育委員会

高知県立歴史民俗資料館

ran―岡県 ィω

(財)北九州市教育文化事業団

θδ

美生古墳群、三原市内遺跡 1、 三原市内遺跡2

くらしと道の歴史 ―中国山地の鉄 0塩・銀の道―、歴風 第25号～第26号

帝釈峡遺跡群発掘調査室年報XⅢ、帝釈峡遺跡群発掘調査室年報XⅣ

中津原遺跡、向田遺跡、赤迫遺跡 (C地 区)、 新張遺跡、東禅寺・黒山遺跡V、 陶けん

第 12号～13号

伊倉遺跡、無多田遺跡、綾羅木郷遺跡

あやらぎ4号、下関市立考古博物館年報5-平成11年度 、研究紀要 第4号、倭人、文

字と出会う

四国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 12、 四国縦貫自動車道建

設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 13、 土佐泊大谷遺跡、石井城ノ内遺跡・石井・神

山線地区、マチ遺跡、金泉寺遺跡・り|1端遺跡

阿波国府跡発掘調査報告書、徳島市埋蔵文化財発掘調査概要9

黒谷川郡頭遺跡Ⅵ、勝瑞館跡

円通寺遺跡 (西 内地区)・ 大柿遺跡

いにしえの讃岐 第28号～第29号、県道 0河川関係埋蔵文化財発掘調査概報、原中

村遺跡、国道バイパス建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 ―平成11年度 、財団法

人香川県埋蔵文化財調査センター研究紀要Ⅷ、財団法人香川県埋蔵文化財調査

センター年報 平成11年度、四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概

報 ―平成11年度―、松並 0中所遺跡、西打遺跡 I、 空港跡地遺跡Ⅳ、雄山古墳群、野牛

古墳 0末3号窯跡、鴨部・り|1田 遺跡Ⅱ、川西北・原遺跡府中地区、金毘羅山遺跡 I・塔

の山南遺跡・庵の谷遺跡

一角遺跡、香西南西打遺跡、上西原遺跡、宮西0-角遺跡、川南 0東遺跡

西土居遺跡群

向原遺跡発掘調査報告書、田所深池窯跡
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まいぶんえひめNo.27、 愛比売 ―平成11年度年報 、紀要愛比売 創刊号、住吉神社

跡、史跡「松山城跡」内県民館跡地、新池遺跡 0市場南組窯跡、湯築城跡、阿方遺跡・
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2、 高槻遺跡第9地点、高坊遺跡 (第 1次調査)、 竪町遺跡第1地点、小倉城跡第3地

10地点、上貫遺跡 (C)33 、上 丸 リ
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附編 1

山本慶一圧寄貝曽の資料∬
藤 原 好 二

1.は じめに

先回にひきつづき、山本慶一氏が倉敷埋蔵文化財センターに寄贈された資料を紹介する。今回は備

讃瀬戸の海底から引き揚げられた蛸壺を中心とし、その他の考古資料も併せて紹介することとする。

2.備讃瀬戸海底採集の蛸壺

蛸壺には飯蛸壺と真蛸壺があり、他に蛸壺を模倣したとされるミニチュアの壺が3点ある。これら

の資料は以前、山本氏によって「物質文化」誌上で紹介されたものである(1ヽ その後、特に飯蛸壺の研

究は東瀬戸内を中心に盛んとなり、出土資料による編年も確立されてきているけヽ しかし中部瀬戸内

のこの地域では良好な出土資料による編年はまだまだの状況である。また、真蛸壺についてもとくに

香川県側で出土資料が知られてきており、編年の試みもなされてきている③が、資料が限られている

ため、十分なものではない。

本資料は海から引き揚げ られたものということで編年のための資料としては利用できないが、実

際の使用状況を考えるには良好な資料である。しかし出土資料による編年が十分でない現状ではそ

れにも限界があろう。今後の資料の増加とそれに伴う研究の深化を期待し、今回は以前公表された資

料について若千の追加資料とともに再実測を行い、文末に計測表を掲載するにとどめることとする。

飯蛸壺

山本氏が「物質文化」誌に公表したものを中心に21点 を図化した。「物質文化」誌(1)の 中では、成

形、吊り手部及び胴部の形態などによって14の タイプに分類されているが、中間的な形態も多く、こ

の分類をそのまま利用するのは困難である。そこで今回は真野修氏の形態分類②を利用することとす

る。また、さらに真野氏の第Ⅲ形態の細分としては大久保徹也氏の分類131を 一部利用し、吊り手部の

溝の有無で分類することとする。

1は コップ型で胴に一孔のある第 I形態のものである。この形態は5点が確認できる。弥生時代中

期から古墳時代にかけてのものとされるが、備讃瀬戸地域では、出土資料にもあまり確認できないよ

うである。

コップ形で胴と底部に一孔づつの第 Ⅱ形態は 1点 もみられない。

最も多いのは釣鐘型の第Ⅲ形態で200個体がある。古墳時代後期以降にみられるもので、16点 を

図化した。内容積の違いから、2～ 10の小・中型品と、11～ 17の ような大型品に分けられる。

小・中型品について大久保氏は第Ⅲ形態を吊り手部の製作方法で①・②・③の3つ に分類されてい
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るが、このうち①o② についてはやはり境界が曖味ではないかと考える。そこで本稿では計測表の作

成にあたって次のように分類することとした。

まず 1の ように尖底のコップ状の底に横から穿孔を行っただけで、吊り手部を柱状に造り出した

り、押し潰したりしないものを、a形態とする。

次にコップ状の底部を押し潰して横から穿孔して吊り手部とする、大久保氏の① o②に該当するも

ののうち、吊り手部頂部に孔と直交する形で溝のあるものをb形態(3～ 5)、 ないものをc形態(6)と す

る。

最後に体頂部に中実の方柱形を造り出し、その部分に横から穿孔して吊り手部とする、大久保氏の

③に該当するもののうち、やはり吊り手部頂部に孔と直交する形で溝のあるものをd形態(7・ 8)、 な

いものをe形態(9010)と した。

その結果、a形態は4個体、b形態は67個体、c形態は26個体、d形態は23個体、e形態は73個体

となった。溝の有無は吊り手部への紐の掛け方によるものではないかと考えられるが、詳細は不明で

ある。また、この分類にはたして意味があるのかどうかは今後の研究の進展に期待したい。

大型品については、ロクロ成形(11014・ 15017)や板造 り(12013016?)で ある。吊り手部はコッ

プ状の底部を押しつぶして横から穿孔しているようである。16の 吊り手部には穿孔と平行する溝が

刻まれている。小・中型品と異なり、胴部に線刻の入つたものはないが、「太」「泉」「西浜」などの文

字が書かれたものがある。近世から現代にかけての時期に属するとされている。

さらに通常の壺形の底部に穿孔した形態が 11点あり、4点 を図化した。18は素焼きで回頸部にセ

メントが塗 られている。底部には「せ」の墨書がみられる。19は磁器で、他と異なり側部から底部に

向けて穿孔が行われている。胴部から底部にかけて墨書がみられるが、判読不能である。20は備前

焼のようで底部は糸切 りで釉薬がかかっているようである。21は鑢鋳型造 り、素焼きの製品である。

これらはほとんどが最近まで使用されていたもののようであるが、鷲羽山で土産物として売られて

いたものも含まれているようである。

真蛸壺

60点あり、「物質文化」誌掲載の21点を再実測した(本稿掲載番号は「物質文化」掲載番号と同一)。

「物質文化」誌(1)に は25点が掲載されているが、このうち4点は当センター寄贈資料の中に確認でき

ない。

形態はさまざまで、カキ殻の付着や風化のために器表面の調整の観察が困難なものが多い。大部分

は指頭圧痕が残る粗製のものであるが、中にハケメを施すもの(8018021)や 格子目叩きを持つもの

(16)も見 られる。兵庫県神戸市の玉津田中遺跡
“
)な どからは胴部と底部に一孔づつの形態が出土して

いるが、当資料の中には確認できない。

2～ 6は平底で、2が二孔を穿つ以外は一孔を胴部に持つものである。いずれも回縁部が玉縁状を

呈している。近世から現代にかけて使用されている形態である。

7～ 9013・ 15～ 20・ 22は丸底で、このうち7～ 9は胴部上方に二孔を穿ち、8は底部にも孔が開

イア



_― ―
~

「
フ

一
滋

〕零|

琺λヽ

Ｑ
Ю
ン０

0           10cm

真蛸壺 1(S=1/4)

けられている。9は底部と胴部を別々に製作し、接合しているようである。13は香川県下川津遺跡③

に類例がみられ、7世紀後半以後とされている。19は底部に×の線刻が刻まれている。22はかなり厚

手で焼成もあまい。

11・ 12・ 21は尖底である。11は胴部上方に小孔を穿つが、これは紐を掛けるためのものとしては

小さすぎるのではないだろうか。12は胴部に縦に 1本、21は横に2本の線刻が刻まれている。

23025の 底部は乳房状に突出している。25も 香川県下川津遺跡0)で類例が見 られ、平安時代のも
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のとされている。

3.その他の資料

その他の資料としては児島を中心とした遺跡の採集資料がある。正確な採集地点の不明なものが

多いのが残念だが、その内訳は末尾の表に示したとおりである。主なものを図示した6ヽ

土器・陶器

1・ 2は縄文時代早期の押型文土器で、鷲羽山遺跡採集のものである。1は外面に楕円文が施されて

いる。楕円の粒子は4× 2.5mmく らいである。色調はにぶい赤褐色である。内面は不明である。2は外

面に山形文が施されている。色調は外面がにぶい赤褐色で内面は橙色である。102と もに胎土には

l mm以下の石英粒を含む。

イθ



3～ 6は採集地不詳の製塩土器の脚である。いずれも指頭圧痕が顕著で、5の胴部には約5mm単位の

平行タタキが認められる。内面はナデで仕上げられている。6は径が約8cmとやや大きめである。弥

生時代末期から古墳時代初頭のものと考えられる。

7～ 10は採集地不詳、古墳時代後期の製塩土器である。いずれも日縁部分の破片で、褐色から赤

褐色を呈する。外面調整は、7が細かい格子目状のタタキ、8は並行タタキ、9はハケメ、10は矢羽文

のタタキである。内面はすべてナデ調整である。

11は下津丼沖の海底から引き上げられた小型丸底壺である⑥。径 9。 5 cm、 高さ8.4cm。 表面の風化

が著しいが、器形から古墳時代前期のものと考えられる。

12は須恵器の蓋杯である。採集地は不明である。底部は平坦で、日径は11.6cm、 直径 13.8cm、 高
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さ4。 3cm、 調整は底部外面がヘラケズリ、その他は回転ナデである。軸輔の回転方向は時計回りであ

る。

13014は やはり採集地不明の土鍋の脚である。13は灰白色、14は赤褐色を呈し、全面に指頭圧痕

が残っている。

15～ 18は宇野津焼である。宇野津焼は江戸時代に倉敷市児島宇野津の大庄屋梶田伝左衛門・藤左

衛門父子によって焼かれた京焼系の焼き物で、現在も窯跡が残っている。15は小皿で復元径 10。4cm、

高さ 2.8 cm、 内外面に3本づつオリーブ灰色の圏線が描かれてお り、浅黄色の釉薬がかかつている。

16は橋鉢の破片である。内面はにぶい赤褐色で細かい橋 り目が施される。外面は暗オリーブ色で乳

白色の釉がかかる。高台は欠けてしまっているが、底部には印が押されているが判読できない。170

18は重ね焼きする際に使われる円盤状の窯道具である。図示したものは円盤に四個の脚のつくもの

であるが、脚のないものもある。脚端部は器体に溶着するため、取 り外しの衝撃によっていずれも欠

損している。17は直径 7.O cm、 高さ2.2 cm、 色調は灰黄褐色で、上下両面には円盤を切 り取る際の糸

切 り痕が残っている。脚は後に貼 り付けたものである。18は直径 5。 2 cm、 高さ 1.3 cm、 色調は鈍い橙

色で上面に指オサエ痕が残っており、脚を含めて型づくりであることがわかる。

19～ 21は備讃瀬戸海底から採集された土錘である。19020は 大型の管状土錘である。19は長さ

7.6 cm、 径 5。 9 cm、 孔径2.4 cmt重量 216.3g、 20は長さ6.7 cm、 径 6.3 cm、 孔径 1.8 cm、 重量 238。 9gで

ある。21は有溝土錘で長さ 9.6 cm、 幅 6.6 cm、 厚さ 4。 7 cm、 重量 286.6gである。

瓦

いずれも古代のものと考えられる。1・ 2は児島稗田町の正面山に所在する正面宮奥社の南斜面で

採集されたものあるの。いずれも凸面は縄ロタタキ、凹面はガーゼ状の布目である。1は器面は青灰

色、断面は灰色で、胎土

生地は微粒で石英・長石

を多く含んでいる。2は

器面・断面ともに灰白色

で、胎土生地は微粒、や

や流状を呈し石英・長石

を多く含んでいる。

3・ 4は採集地不詳であ

るが、正面山採集のもの

とよく似ておりあるいは

同一地点で採集されたも

のかもしれない。やはり

いずれも凸面は縄ロタタ

キ、凹面はガーゼ状の布

45
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目である。3は器面は青灰色、断面は自色で、胎土生地は微粒である。4は器面・断面ともに灰白色で、

胎土生地は微粒で石英を多く含んでいる。

石器

1～ 3はナイフ形石器である。いずれもサヌカイ ト製でかなり小型のものである。1は櫃石島ほう

ろく岩(花見山遺跡)採集で、背面はポジティブ面・ネガティブ面各 1面、腹面はポジティブ面 1面で

構成されている。調整は一側縁のみ腹面側から行われている。2は児島田の回丸山採集で、背面はポ

ジティブ面・ネガティブ面各 1面、腹面はポジティブ面 1面で構成されている。調整は一側縁のみ基

部に数枚の剥離が行われている。3は玉野市出崎で採集されたものである。背面はポジティブ面・ネ

ガティブ面各 1面、腹面はポジティブ面1面で構成されている。調整は一側縁のみ腹面側から行われ

ている。

4はナイフ形石器と同様の加工を施した製品である。背面はネガティブ面2面、腹面はポジティブ

面1面で構成され、調整は一側縁のみ腹面側から行われている。反対側の側縁には礫面を残し、先端

部には数枚の剥離が行われており、あるいは彫器の未製品かもしれない。

5～ 15は石鏃である。10が石英製である他はすべてサヌカイ ト製である。5～ 7が平基鏃で、8～

14は 凹基鏃である。5・ 14が 王子が岳裏山採集、7が福林湖下の池採集、15が櫃石島ほうろく岩(花

見山遺跡)採集、608・ 9が釜島採集、10が玉野市出崎採集、11～ 13の採集地点は不明である。

16は釜島採集で、サヌカイ ト製の尖頭器と考えられる。レンズ状の断面を呈し、下半部を欠失し

ている。

17は福林湖下の池採集のサヌカイ ト製石

錐である。頭部を欠失している。錐部は扁平

な断面である。

18019はサヌカイ ト製スクレイパーであ

る。18は釜島採集で、欠損が著しいため、本

来の形状は不明である。あるいは石包丁の

断片であるかもしれない。19は櫃石島ほう

ろく岩(花見山遺跡)で採集されたものであ

る。刃部は両面調整で形成されている。

20は釜島採集のハリ質安山岩製細石核で

ある。打面長 2.24 cm、 打面幅 1。 20 cm、 作業

面長 1.92cm、 作業面幅 0。 93cm、 重量7.3gで

ある。形態は楔状を呈し、剥片を素材として

いる。側面観は四角形であり、左側面は素材

の腹面、右側面は原礫面を残しており、下部

か ら石核調整が行われている。作業面は左

石 器 計 測 表

番号 器種 石材 採 集 地 長(cm) 幅(cm) 厚(cm) 重(g)

1 Kn An 櫃石島ほうろく岩 (1.59) 0.35

Kn An 田の回丸 山 2.39 0.87 0.29

Kn An 出崎 2.45 0.42

4 Kn? An 櫃石島ほうろく岩 5.67 3.08 25.0

AH An 王子が岳裏山 (1.86) (1183)

AH An 釜島 0.25

AH An 福林湖下の池 2.05 (1.54) 0.25

AH 2生n 釜島 0.55

AH 2へn 釜 島 (1.40) 0.32

AH RC 出崎 (1.38) 0.43

AH An 不 明 (1.65) 0,23

AH An 不 明 (1.85) 1.43 0.33

AH An 不 明 (1.49) 0.24

14 AH An 王子が岳裏山 (1.63) 0.26

AH An 櫃石島ほうろく岩 (1.43) (1.12) 0.27

Pt An 釜 島 (2.85) 0.55

SヽV An 福林湖下の池 (2.57) 0.72 0.26

S An 釜島 (2.93) (7.40) 15.4

S An 櫃石島ほうろく岩 3.54 0.89

NICr An 釜島

Cr An 釜 島 4.23 6.14 1.48 54.6

Cr An 釜 島 4.68 4.24 26.0

Cr An 釜 島 4.56 7.32 64.0

24 Cr An 櫃石島ほうろく岩 4.34

Cr An 出崎 4.43 4.65 2.29

イδ
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側面からの調整が行われている。作業

面には4枚の細石刃剥離痕が残されて

いる。

21～ 25はサヌカイ ト製の石核であ

る。24が櫃石島ほうろく岩(花見山遺

跡)採集、21～ 23が釜島採集、25が玉

野市出崎採集である。21～ 24は板状

の剥片素材か ら横長に近い剥片を剥

離している。25は不定形剥片石核で、

周縁部のつぶれが著しい。

石器2(S=2/3)

4.よジわりに

本稿をもって山本慶一氏より倉敷
25

埋蔵文化財センターに御寄贈いただ

いた考古資料の紹介をひとまず締め

くくりとしたい。氏の蒐集された資料は考古資料ばか りではなく、民俗資料・化石などさまざまな分

野に渡 り、倉敷考古館・自然史博物館などに保管されている。これまで多 くの機会に紹介されている

が 191、 その全貌がわか りにくいのがやや残念である。

今回紹介 した資料の中で、飯蛸壺は古墳時代か ら使用されていたⅢ形態の小・中型品が、大型品に

代わる時期、あるいはⅢ形態の大型品が通常の壺形に代わる時期、それぞれの要因など今後の研究の

余地が多分に残された分野であろう。真蛸壺についても同様である。今後、民俗学的な調査 と併せて

研究の進展 に期待 したい。

註

(1)山本慶一   「備讃瀬戸海域より引揚げられる古式タコ壺について」『物質文化』14 物質文化研究会

1969

(2)真野 修   「原始・古代の飯蛸壺縄漁の検討」『神戸古代史』8 1989
(3)大久保徹也  「第 7節  蛸壺および蛸壺焼成土坑」『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』Ⅷ

香川県教育委員会 。(財)香川県埋蔵文化財調査センター 。本州四国連絡橋公団 1990
(4)兵庫県教育委員会『玉津田中遺跡―第 6分冊―(総括編 )』 兵庫県文化財調査報告 第 135-6冊  1996
(5)本島向笠島周辺の干潟で採集された遺物については、風化が著しいため図化は見送った。また、収蔵番

号 No.261～ 301は倉敷市児島の前山遺跡・菰池遺跡などから出土した遺物の写真であるため割愛した。

(6)真鍋篤行   「瀬戸内海における海あがり考古資料調査報告」『瀬戸内海歴史民俗資料館紀要V』 1990

に掲載。この他にも山本慶一氏所蔵資料として 9点の土器が掲載されている。

(7)多和和彦   「正面宮の古瓦と伝承」『児島風土記』倉敷の自然をまもる会 1982
(8)山本慶一   「鷲羽山遺跡の石器と土器」『倉敷考古館研究集報』第 6集 1969

倉敷市立自然史博物館『備讃瀬戸海底産出の脊椎動物化石 山本ヨレクション調査報告 I』 1988

(9)甫 t茫≧(1)0(6)。 (8)
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飯 蛸 壺 計 測 表

蔵

号

収

番

載

号

渇

番
品

(cm)
径 孔 径 重量

(g)

真野 Ⅲ
鵬

成 形 備 考 旧
組

56 1213 Ⅲ

1856 Ⅲ

71 737 Ⅲ

077 142.6

1844 線刻

224.7

0,70 105.9

096 1541

1361

1433

Ⅲ b

1502 Ⅲ

092 Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

1121 Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ b

Ⅲ b

058 Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

6.6 85.3 Ⅲ

Ⅲ

9 Ⅲ

0.83

095 117 b

111

Ⅲ

098 62.8 Ⅲ

Ⅲ b

028 Ⅲ 側面 に一孔

Ⅲ b

0.88 57.0 Ⅲ

Ⅲ

62.5 Ⅲ b

Ⅲ 側面に金具

0.89 Ⅲ

896 Ⅲ

Ⅲ b

Ⅲ b

0.87 Ⅲ

0.77 117.8 Ⅲ

127 74.9 Ⅲ

170.8 Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

134.0 Ⅲ

1769 Ⅲ

0.82 137.5 Ⅲ

0.77 153.3 Ⅲ b

1827 Ⅲ

813 Ⅲ b

1865 Ⅲ

082 1379 Ⅲ

1652 Ⅲ

1029 Ⅲ

1335 Ⅲ

1344 Ⅲ

890 Ⅲ

蔵

暑

収
釆

掲載

番号

昌

(cm)
径

(cm)
fL稚笙

(cm) 聾
０

騎

準

真

分
Ⅲ
陥

成形 備考 旧
漏

1 62.1 I b

2 0.66 Ⅲ b

147.3 Ⅲ b

4 131.7 Ⅲ

5 085 123.3 Ⅲ b
一文字線刻

六口島大首遺跡採集

179.4 Ⅲ 十文字線刻

7 5 127.8 Ⅲ b
縦一文字線刻

六 口島大首遺跡採集

57.3 Ⅲ 六口島大首遺跡採集

Ⅲ

01.9

11

12 1 707

52.2

6.2

6.4 I

11 Ⅲ

122 Ⅲ 板

12.4 86 4052 Ⅲ 現代・ 「太J墨書

8.4 247.8 Ⅲ 現代・小豆島

085 3013 Ⅲ 「泉」 「西浜」墨書

90 055 152.7 貝製 。現代(下津丼)

14.4 315.5 Ⅲ 板 近世?

115 052 426.3 型 型作 り 。現代?

1484

096 1676 d

1577

1489 d

0.88 1993

110

2321

1072 b

1650 b

152.1

2 Ⅲ

0.94 Ⅲ b

Ⅲ b

056 Ⅲ b

Ⅲ

Ⅲ b 「レ」状線刻

41.3 Ⅲ b

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ b

99.7 Ⅲ b

692 Ⅲ b 縦一文字線刻

2132 Ⅲ

76.3 Ⅲ b

1.22 390 Ⅲ b

0.88 Ⅲ

Ⅲ

8.8 Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ b

75 Ⅲ b

Ⅲ

Ⅲ

0.88 029 Ⅲ b

Ⅲ
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収蔵
番号

載

号

掲

番
局

(cnl)

径

(cm)
孔径

(cm)
重量

(g)

騎

凝

宣
（
今

Ⅲ
麟

成形 備 考 旧
綱

b

62 1533

1395 b

999

209 本島向笠島周辺採集

2 0 078 d 本島向笠島周辺採集

2 1 本島向笠島周辺採集

212 本島向笠島周辺採集

2 078 b 本島向笠島周辺採集

2 4 d 本島向笠島周辺採集

2 5 b 本島向笠島周辺採集

2 0.79 本島向笠島周辺採集

2 7 d 本島向笠島周辺採集

2 No 213と 接合

2 0.60 b 本島向笠島周辺採集

220 本島向笠島周辺採集

0.77 d 本島向笠島周辺採集

253 7 119.2 d

254 115.8 d

255 097 2153

256 092 1634 d

124 1306 b

258 098 1760

74 079 1539

0.95 1634

16 052 371.8

1879 「上」 墨書

113 3451

352 4051 備前焼?

045 1860 板

101 3475 型

1421

91 墨書

67 1510

358 2882 墨書

359 71 1127 貝製・墨書

77 1344 墨書

84 07 1747 土産物

114 374.8

2987 墨 書

77 2662 墨書

553 手 タコ壺を模倣

452 手 タコ壺を模倣

タコ壺を模倣

(旧 番号は物質文化掲載番号 )

収蔵
番 昇

載

昇

掲

蕃
局

(crn)

径

(cm)
孔径

(cm)
重量

(g)

野

獲

真

分
Ⅲ
麟

成 形 備考 旧
辞

1260 Ⅲ

1554 Ⅲ

1417 Ⅲ

155.3 Ⅲ

056 936 Ⅲ b

178.8 Ⅲ b

185.9 Ⅲ

151 1830 Ⅲ b

152 1299 Ⅲ

064 992 Ⅲ b

88 1678 Ⅲ

1791 Ⅲ

1540 Ⅲ

157 1552 Ⅲ

0.86 112.1 Ⅲ

0.90 1718 Ⅲ b

0.86 1688 Ⅲ

Ⅲ b

162 1367 Ill b

95 1537 Ⅲ

5.7 0.59 694 Ⅲ b

139.5 Ⅲ

1420 Ⅲ

1794 Ⅲ

b

090 1624 Ⅲ b

170 112 212.2 Ш

171 Ⅲ b

172 102 Ⅲ

173 Ⅲ b

174 Ⅲ

175 1147 Ⅲ

176 1914 Ⅲ b

177 688 Ⅲ

178 Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

107 Ⅲ

090 825 Ⅲ

102 807 Ⅲ b

133.1 Ⅲ

187 1557 II b

094 Ⅲ

1407 Ⅲ

124.9 Ⅲ

1518 Ⅲ b

192 1498

193 74 073 1093 b

1672

1302

155.4

197 078 138.4 b

096 155.5 b

155.3

138.0

1251

071 145.7 Ш

1283

5θ



真 蛸 壺 計 測 表

収蔵番号 高(cm) 径(cm) 孔径(cm) 重量 (g) 口縁 底部 孔数 成 形
「物質文化 J

掲載番号
備  考

1460 丸 底 0 紐

780 b 丸底 紐

平底 1 紐 6

032 780 手L底

225 1480 丸底 組

115 1180 d 丸底 2 組 9

1120 子L底 紐

平底 紐 5

1020 丸底 紐

1300 丸底 紐 外面格子日、内面同心円タタキ

1500 尖底 0 紐 12

231 177 1740 平底 紐 2 底部の孔を埋めている

077 1060 b 丸底 3 紐 7

1020 丸 底 0 紐 底部に線刻 「×J

093 1800 丸 底 3 紐 外面 タテハケ

21.6 尖底 紐 11 底部に線刻 「×」

b 丸底 0 紐 17 外面タテハケ

171 平底 2 紐 3 側部 120° 隔てて2孔

尖底 0 紐 21 外面 タテハケ

6.2 平底 1 紐

丸底 0 紐 外面タテハケ

269 227 2820 平底 1 ロクロ 現代・ベ ンキで記 号

1080 b 丸底 0 紐

1280 平底 1 紐

227 2120 平 底 型

230 1240 b 尖底 紐

141 1100 丸底 紐

1080 b 丸 底 0 紐

127 1000 b 丸底 2 紐

b 丸底 紐

1140 b 丸底 紐

1300 b 丸底 0 紐

1.67 1060 b 平底 1 紐

22.5 1060 b 丸 底 0 紐

b 丸 底 0 紐

322 840 d 丸底 4 紐 イヽ子L2
660 b 尖底 0 紐

224 1160 b メL底 0 紐 頸部にタテハケ

325 1100 手L底 0 紐

147 丸底 2 紐

13.5 1140 平底 0 ロクロ 現代

平 底 0 ロクロ 現代・底部 は糸切 り

181 尖底 0 紐

207 1420 乳底 0 紐

177 丸底 0 紐

202 1320 尖底 0 紐

221 1300 尖 底 0 組

161 平 底 1 紐

丸底 0 紐 側音区に線亥リ

181 1280 b 丸底 0 紐

337 1420 尖 底 0 紐 頸部にタテハケ

1220 丸底 0 組

232 1700 丸底 2 紐 平底 に近 し

209 1240 乳底 0 紐

1200 b 丸底 0 紐

115 1040 尖底 0 紐 側音61こ 線亥」

1300 丸底 0 紐 平底に近し

344 1140 丸 底 0 紐

1540 d 尖底 0 紐

227 172 1360 1 貝製

蛸壺凡例

*飯蛸壺の型式は形態の項で真野修氏の分類を示し、細分には本稿中で分類したⅢ形態の細分を示

した。

*真蛸壺の回縁形状については、二重回縁のものを「A」 、やや外反するものを「B」 、外反するもの

を「C」 、外反せずまっすぐなものを「D」 、玉縁状のものを「E」 とした。

*成形については粘土紐巻き上げのものを「紐」、ロクロ成形のものを「口」、板造 りのものを「板」、

鑢鋳型造 りのものを「型」とした。
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そ の 他 の 遺 物 一 覧  (下 津丼城跡瓦、蛸壺、遺物写真を除く)

蔵

号

収
番

採集遺跡 遺跡所在地 資料 点数 備考

222

本島向笠島周辺 香川県丸亀市

製塩土器片 1

223 製塩土器片 1

224 製塩土器片 1

225 製塩土器片 1

226 製塩土器片 1

227 製塩土器片 1

228 製塩土器片 1

229 須恵器(杯 ) 1

230 製塩土器(脚 ) 1

高杯脚 1

232 須恵器(高 杯 ) 1

233 弥生土器(高 杯) 1

弥生土器(甕 ) 1

235 羽釜 1

236 土師質土器 1

237 弥生土器(壺 ) 1

238 竃 ? 1

239

三子島周辺 香川県坂出市

須恵器(壺 ) 1

須恵器(甕 ) 1

焼台 1

宇野津焼窯跡 児島宇野津

宇野津焼片 1

宇野津焼片 1

宇野津焼片 1

245 宇野津焼片 1

宇野津焼片 1

宇野津焼片 1

宇野津焼片 1

宇野津焼片 1

宇野津焼片 1

宇野津焼片 1

宇野津焼片 1

備讃瀬戸海底

ハゼ壺 1

ハゼ壺 1

365 小型丸底壺 1

土 錘 1

土 錘 1

土 錘 1

372 土 錘 1

373 石 錘 1 打瀬網用

374 黒曜石製石鏃 土産物

金 印 1 土産物

正面山正面宮 児島稗田町 平瓦片 5 縄 目叩 。平行 叩

下津丼城跡 下津丼 備 前焼片 2

鷲羽山遺跡 大畠 土器片 5 押型文土器2点含

王子が岳 児島唐琴町 土師質土器 1 昭和59・ 6・ 12採集

王子が岳裏山 児島唐琴町 石 鏃 2

田の口丸山古墳 児島田の口 土師質土器 3 昭和58・ 8・ 19採集

田の 口丸 山 児島田の口

土器片

ナイ フ形石器 1

サヌカイ ト剥片 4

福林湖下の池 福 江
石 鏃 1

石錐

石宝殿 兵庫県高砂市 石 片 1

520 琴海古墳 大 畠 貝殻 3

櫃石島ほうろく岩

(花見山遺跡)
香川県坂出市

石 鏃 1

ナイ フ形石器 2

スクレイパー 1

石核 1

サ ヌカイ ト剥片

チ ャー ト景1片 1

蔵

暑

収

丞
採集遺跡 遺跡所在地 資料 点 数 備考

522 羽島貝塚 羽 島

土器片 1

ハイガイ 2

ハマグリ 1

523 宇野津焼窯跡 児島宇野津
陶器片 9

焼台 2

524 浄 山 下津丼 土師質土器 2

525 広 畑 下津丼

須恵器 2

土師質土器

備前焼片 2

526 金 浜 児島塩生 土師質土器 1

527 釜 島 下津丼

製塩土器 l

土師質土器

石鏃 3

尖頭器 1

細石核 1

石 核

スクレイパー 1

サヌカイト剥片 202

出 崎 玉野市

土器片

石 鏃 1

ナイフ形石器 1

石 核 1

サヌカイ ト剥片

火打 ち石 2

不 明 製塩土器片 5

不 明

陶器片 2

備前焼片 1

須恵器片(甕 ) 2

土師質土器片 2

早島焼片 8

土師質灯明皿片 2

不 明

土鍋脚 2

土器片 1

骨 片 多

鉄製品断片 多

不 明

須恵器片(高 杯脚 ) 2

須恵器片(蓋 lTN) 3

製塩土器脚 4

製塩土器片

弥生土器片 1

不 明

石 鏃 3

楔形石器 2

サヌカイ ト剥片 2

凝灰岩剥片 1

不 明

須恵器片 2

弥生土器片 2

貝殻 8

535 不 明

陶器片 2

硯 1

須恵器片 2

土器片

鉄器片 1

サヌカイ ト剥片 6

536 不 明 平瓦片 2

537 不 明 鉱滓 1

538 下津丼城跡模型 1

下津丼城跡古絵区 1 複製

欠番 ボルネオ 石槍 1 柄着
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附編 2

周山県倉敷市下津丼城跡・破城時に廃棄さ続 動物遺存体

岡山理科大学理学部 富 岡 直 人

1.分析方法

倉敷埋蔵文化財センターによる遺物と堆積環境の調査研究の結果、倉敷市下津丼城本丸天守台東

側 トレンチ 1よ り出土した一括資料は、廃城となった元和元(1615)年 (1)か 寛永 16(1639)年に行われ

た破城行事での残滓と考えられ、崩された石垣の下と漆喰壁の上に挟まれた状態で、灰を主体とする

包含層の中より検出された。動物遺存体の他に、漆器・銅銭・金属器類が出土している。このように

破城時に廃棄された動物遺存体が良好に一括して検出される例は寡聞であり、不明な点の多い破城

のあり方を具体的に示す資料として極めて貴重である。

この資料のなかから検出された動物遺存体が抽出され、分析資料として供された。同定によって

埋存した動物種を把握するとともに、遺存体に残された痕跡から食用か否かを検討して、その処理方

法の検討を行い、さらに当時の動物類の捕獲採集技術について考察を行った。残存状況が良好な資料

はノギスによって 0.01 mmま で計測を行った。

2.分析経過

検出された包含層は、1997年 に倉敷埋蔵文化財センターによって l mm金属メッシュを用いた水洗

選別が実施され、動物遺存体をはじめ微小脆弱遺物が抽出された。

1997～ 1998年 に選別終了残土のチェックも含め、抽出された動物遺存体の内容について富岡が

確認作業を行い、1998年 に一旦中間報告をまとめた。その後、2001年 にあらためて再分析を実施

し、同定と分析内容を再検討し、結果をまとめなおした。

3.分析結果

出土した動物遺存体の標準和名と学名を第 1表「倉敷市下津丼城跡本丸出土動物遺存体種名表」に

示す。出土動物遺存体の属性の詳細は第 2表「出土動物遺存体属性表」に詳述する。

第 1表 倉敷市下津丼城跡本丸出土動物遺存体種名表 (1615あ るいは 1639年破城時)

List of Anilnal remains from the Shilnotsui castle,Kurashiki city

(belonging to the layer of castle destruction in AD。 1615 or 1639)

軟体動物門

腹 足 綱

アクキガイ科

アカニシ

Nlollusca

Gastropoda

NIuricidae

Rク′αれαツθんθSα (Valenciennes)
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レイシガイ    Rθ isttjα ♭″んんj(Dunker)

ミミガイ科      Haliotidae
マダカアワビ   〃α′J′θJs“α′αたα(Habe)

リュウテンサザエ科 Turbinidae

サザエ      Bα ′jι J“ s εοrん
"′“

s(Lightfoot)

斧  足  綱          Pelecypoda

マルスダレガイ科 Veneridae
ハマグリ     νι″′rjχ J“ sθ rjα (Rёdding)

シジミガイ科     Corbiculidae
ヤマ トシジミ   Cο rbjε

“
Jα ルρθ4jεα Prime

フネガイ科     Arcidae
ハイソデイ       ルgjJJακα grαηθsα (Linnaeus)

クマサルボウガイ Scηあακα gJθ bθ sα zrs“ s(Tanaka)

脊椎動物門      Vertebrata
硬骨魚綱       Osteichthyes
スズキロ      Perciformes
スズキ科      Serranidae

スズキ         Lα ′ιθJαbrαχブリοん′ε
“
S(Curvier et Valenciennes)

タイ科        Sparidae
マダイ      Pα gr′ s“ J」 iθr(Temminck et Schlegel)

クロ多デイ        Aεαん′λqηgr“ s scんι
`gι

′j(Bleeker)

イサキ科      Haemulidae
セ トダイ       島ηαιθg`4ys“

“
ε″4α′

“
S(Eydox et Sauleyet)

ハタ1斗            Serranidae gen.et spoindet.

カリ̂ゴ ロ        Scorpaeniforrnes
カサゴ科          Scorpaenidae geno et sp.indet.

カレイロ       Pleuribectiforrnes

カレイ1斗          PleurOnectidae gen.et sp.indet.

ヒラメ科         Paralicthyidae
ヒラメ      Pα

“
ιた力″りs θιjναει′s(Temminck et Schlegel)

ニシンロ      ClupeifOrmes
ニシン科         Clupeoidei gen.et sp.indet.

鳥 綱        Aves
キジロ      Galliformes
キジ科        Phasianidae
キジサ弓           Phasianidus sp.indet.

a.軟体動物門    Mollusca

腹足綱と斧足綱が検出された。いずれも殻体の殻質のみが検出され、コンキオリンを主成分とす

る殻皮は失われていた。このような出土状況は濠や土坑等、低湿地部で資料が数多く検出された岡山

城二の丸跡や本丸跡(石丸他2001、 富岡1998)で の様相と大きく異なっており、出土状況も特徴的な

ものと考えられる。検出された軟体動物は、外洋から内湾にかけて分布する貝類が多いが、シジミガ

イ科のみが淡水から汽水に生息した可能性がある種類である。多くの貝類が下津丼周辺で調達され

た可能性が高いと考えられるが、シジミガイ科も併せて一度に調達されたものかは不明である。

解



① 腹 足 綱  Gastropoda

アクキガイ科   Muricidae
アカニシ   R″ αんαッιんOSα (Valenciennes)

内湾中央部の 10～ 20m程の泥底に生息する (波部他 1983、 富岡 1999)。 岡山の近世の城跡から

比較的多く出土する種類である。大きさが復元できる個体は検出されなかったが、破片の状況からみ

て殻高 10 cm以上はあった個体が含まれると考えられる。

レイシガイ  Rι Jsみ′αわ″4んj(Dunker)

内湾岩礁底の潮間帯に生息する (波部他 1983、 富岡1999)。 縄文貝塚等ではよく検出される種で

あるが、岡山の近世遺跡からの出土は少ないと考えられる。

ミミガイ科    HaliOtidae

小破片になったミミガイ科が多数検出された。全ての破片は、この科の中で同定されたマダカアワ

ビに属する可能性が考えられるが、資料の損壊が激しく、特定できなかった。

マダカアワビ 〃αJ′′οjs“αJαたα(Habe)

外洋の約 10～ 50mの 岩礁底に生息する (波部他 1983)。 岡山城でも出土がみられる種である。本

遺跡では殻径 161.82mmの個体が検出された。岡山城本丸中の段出土資料 (岡 嶋 2001)と比較する

と大型のアワビ類の個体であることが判明した。殻のほぼ中央に穿孔があるが、破損痕跡から内側か

ら外側にかけての刺突によるものと推定され、捕獲時に残されたものではなく、調理・処理・廃棄の

プロセスの間に損壊されたものと考えられる。

リュウテンサザエ科  Turbinidae
サザI       Bα′jJJ′∫εοrん′′″s(Lightfoot)

出土した成熟した個体の場合、内湾～湾外の潮間帯の岩礁～砂底に生息する (波部他 1983、 富岡

1999)。 破片のためか、波穏やかな内湾に生息していたためか判然としないが、棘は検出されなかっ

た。

②  チ李 メ己 半岡      Pelecypoda

マルスダレガイ科 Veneridae

ハマグリ   νθ″′r歳 J〃 sο rjα (Rёdding)

内湾の潮間帯の砂底に生息する (波部他 1983、 富岡 1999)。 アカニシとならんで、岡山の近世遺

跡から数多く検出されている種類である。破片が多く、体格が検討できるものは、No.39の みで、残

存した殻長で 26.85 mmで あり、ほぼ標準的な大きさであるといえよう。
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フネガイ科    Arcidae
ハイガイ   ルgjJJακα g彫れθsα (Linnaeus)

内湾の潮間帯～水深10m程の泥底に生息する。1点のみが検出された。残存殻長は31.8mmと 標準

的な大きさであつた。

クマサルボウガイ Sθ″λακα gJο bο sα zrs“s(Tanaka)

水深 5～ 10mの砂泥底に生息する。2点が検出された。この種は岡山城二の丸跡でも出土して

いるが、本遺跡出土資料の方が 3～ 4cmも大きい殻長であつた。

シジミガイ科   Corbiculidae

種の特定できないシジミガイ科が検出された。淡水～汽水に生息する。種が特定できたものはヤ

マ トシジミのみであつたことから、他のものも同種である可能性が考えられる。

ヤマ トシジミ Cθルjε

“
Jα ル′θれたα Prime

海水の影響のある河口部汽水域 (感潮域)の砂泥底に生息する(波部他 1983、 富岡1999)。 体格が

推定できるものはNo。46のみで、残存した殻長で 24.00 mmで あり、ほぼ標準的な大きさであつた。

b.脊椎動物門 Vertebrata

① 硬骨魚綱   Osteichthyes

魚類は全て硬骨魚綱であった。同定されたものは全て、下津丼周辺で調達可能性な魚種であった。

スズキロ       Perciformes

破片や科の特徴が不明確な骨格が含まれていたため、同定を目で止めた。スズキ科、ハタ科、タイ

科等の魚類が含まれている可能性が考えられる。

スヌきキ科       Serranidae

スヌト午      LαたοJαbrαχノ¢′θんjε

“
S(Curvier et Valenciennes)

岩礁や砂礫底に生息する(阿部 1987)。 種を特定したものはNo。 73と 74の みであつた。体格と

しては小型から中型程度である。

ハタ春斗         Serranidae gen.et spoindet。

腹椎が 1点のみ検出された。体格は比較的小型である。

タイ科      Sparidae
マダイとクロダイが検出されている。タイ科のうち種の特定できなかったものには、マダイ・クロ
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ダイ等が含まれる可能性が考えられる。

マダイ     Pαgr″ s“aJiOr(Temminck et Schlegel)

水深 30～ 200mの岩礁域・砂礫の低層に生息する (阿部 1987)。 10点がマダイと特定された。出

土資料の体格は中程度で、岡山城で検出された資料と比較して大きくない。

クロぢデイ     Aεακ′んqttgr″ s sε ttι J′ g′Jj(Bleeker)

沿岸の水深 50m以浅に生息する (阿部 1987)。 3点が検出され、比較的小型の個体であった。

イサキ科    Haemulidae
セ トダイ     島ηαJθgιんys“″ε″んα′

“
s(Eydoux et Sauleyet)

砂泥底に生息する (阿部 1987)。 後側頭骨が検出されたが、分析中破損し、原型を失ってしまっ

た。出土資料は比較的小型の個体であった。

カサゴロ    Scorpaeniformes
カサゴ科     Scorpaenidae

ソイ類やメバル類等が含まれる可能性が考えられる。種の特定は困難であった。

カレイロ     Pleuribectiforn■ es

カレイ科「     PleurOnectidae

主に内湾から沿岸の底層に生息する (阿部 1987)。 尾椎の破片が検出されたのみで、種は特定で

きなかった。

ヒラメ科     Paralicthyidae
ヒラメ       Parα Jjελ′力ys θ′jッαε′

“
S(Te■lrninck et Schlegel)

水深 100～ 200mの、主に内湾～沿岸の底層に生息する (阿部 1987)。 椎骨の破片が検出された

のみであるが、大きさと骨格の特徴からヒラメと同定した。

ニシンロ    Clupeiformes
ニシン科     Clupeoidei geno et sp.indet.

河口・内湾・外洋に生息する。種の特徴が判然としない腹椎が1点出土したため、特定が困難であっ

た。ニシン、マイワシ、ヒラ、コノシロ、サッパ (地方名ママカリ)、 キビナゴの可能性が考えられる。

c.鳥 綱      Aves

キジロ     Galliformes
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キジ科

キジ属

0          20          40          60

重量組成

80         100%

第 1図  下津丼城跡第 1次調査本丸 トレンチ 1出 土動物遺存体重量組成

Phaslanldae

Phasianidus spoindet。

キジ、ヤマ ドリ、ニワトリである可能性が高いが、特徴が判然としない上腕骨の一部のみが出土し

たため、種の特定は困難であった。

4.考察

下津丼城跡本丸地点の調査資料を総合してみると、哺乳類の出土がみられず、従来分析されてきた

岡山城本丸・二の丸地点 (石丸・松井 2001・ 、富岡1998)の ような城郭あるいはその周縁部の遺跡と様

相を異にしている。

破片資料が多かつたため、出土量は第 1図 に示すとおり、重量によって行なった。これによると、

軟体動物である貝類の出土率が顕著に高い。しかし、「同定された点数」で比較すると、軟体動物50

点に対し、魚類は 157点 におよび、魚類の点数が多いことがうかがわれる。

前述したように、本資料は破城儀式にともなう残滓と考えられたことから、その動物遺存体の質・

量は長期間にわたる城内の残滓類に比して貧弱であることが予想され、実際に魚貝類のみが偏って

出土した点は想定された通 りであった。しかし、その魚貝類の種類・内容は、意外に多様で、貝類に

限つては岡山城出土資料と比較しても大型の個体であるマダカアワビとクマサルボウガイが含まれ

ていた。総合すると、これら食材の漁猟・採集域は内湾から外洋、千潟から沖合の海底に及んでいた

ことが明らかである。

この城での最後の宴は多人数で催され、哺乳類を食材とする献立は禁忌として避けられたのでは

なかろうか。また、振る舞われた魚貝類の種類が複数にわたったことは、優良な漁港でもあった下津

井らしい、華やいだ雰囲気を与えたことであろう。

残された骨格や貝殻といった硬組織には、火を受けた痕跡を示すものが少なく、ミミガイ科 (ア ワ

ビ類)のみにその痕が確認された。この資料を除き、硬組織をともなった食材を直接強い火にかける
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ような調理方法が選択されたなかったものと考えられる。

さて、生息域に広がりを持つこれらの海産物を、全く計画性無しに調達したことは考えにくい。一

方、マダイにせよスズキロにせよ、極大級の体格のものは調達されていない点も注目される。事前に

献立を想定し、調達に手間をかけたものの、貝類を除き大物の調達は行なわなかったか、行いえな

かったと考えたい。ただし、これは推測の域をでないものである。

本資料群は、17世紀前半の破城行事を伝える良好な資料であることから、今後の研究の進展一特

に比較資料の増加―により、さらに貴重な基準データを生み出す可能性を有すことが指摘される。

(1)廃城については、様々な資料から元和元年の一国一城例により破却された可能性が指摘されており(山本

2000)、 本資料もこの時期の廃棄物の可能性がある。
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